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〔教育研究上の目的〕

国際関係論と地域研究の二つに大別された科目群の双方を体系的に履修することで， ）グローバリティの理解，）ロー

カリティの理解， ）複言語（英語，地域言語）の運用能力， ）倫理観に裏付けられた交渉能力を習得させる。

〔人材養成の目的〕

グローバル化の正負の側面に対処して，世界の人々が共に歩む共生社会の構築に貢献しようとする国際的公共知識人を

養成すること。

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学部は，グローバル化の進行する現代にあって，人間の尊厳を守る公正な社会の実現に向け，国際的公共知識人たる

ことを目指す学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを

身につけた者と認め，学位を授与します。

安全保障，紛争，貧困，開発，移民，難民，地球環境などに関心を持ち，それらがなぜグローバルに解決を要する問題

であるか説明する能力

グローバル・スタディーズを支える国際関係論と地域研究の考え方や理論の全体像を理解し，双方の視点を組み合わせ

て考える能力

グローバル化の正負の側面について，具体的な事例に即し，基礎的な理論と実証的な方法を用いて分析を行い，問題解

決の方法を構想する能力

国際政治論と市民社会・国際協力論のうち 領域，アジア研究と中東・アフリカ研究（ないしその他の地域の研究）の

うち 領域を専門として選択し， 領域を組み合わせた主題を設定し，調べる能力

世界の諸地域に生活する多様な他者と対話し，共存する社会の形成に向けて，協力して問題解決に当たる能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリキュラムを編成しています。

グローバル・スタディーズと，これを支える国際関係論および地域研究の基礎について講義を通じて学び，基幹となる

理論と方法を修得させると共に，研究の基礎的な技能と姿勢を身に着けさせる。【 番台科目】

国際政治や経済の動態を把握し，国際協力や市民社会のメカニズムについて講義を通じて学び，専門の選択に備える。

【 番台科目】

アジア，中東，アフリカ等について，歴史，文化，政治，経済他の諸側面から講義を通じて学び，専門の選択に備える。

【 番台科目】

国際政治論，市民社会・国際協力論から 領域，アジア研究，中東・アフリカ研究等から 領域を専門とし，講義等を

通じてグローバルな問題の解決策を構想し，実践する力を養う。【 ， 番台講義科目】

グローバル化の諸問題について，個別の課題を主体的に設定し，その研究成果を論文等の明確な形にして示す。【 番

台自主研究， 番台演習， 番台卒業論文・研究等】
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総合グローバル学科 

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

〈全学共通科目〉 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位を含む）

〈語学科目〉 単位 必 修 単位

〈学科科目〉 単位 必 修 単位

選択必修 単位

選 択 単位

合 計 単位

年次生以前

〈全学共通科目〉 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

〈語学科目〉 単位 必 修 単位

〈学科科目〉 単位 必 修 単位

選択必修 単位から 単位

選 択 単位から 単位

合 計 単位

― ―

少人数の演習を通して，議論によって相互の理解を深め，各自の課題研究を支えあう姿勢を身に着けさせる。【 番台

基礎演習， 番台演習】

英語で講義される科目の受講などを通じて，国際共通語である英語の力を高めると共に，英語以外の外国語修得を心が

けて複言語能力を獲得させる。【 番台以降の講義科目】

─ 649 ── 648 ─
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総合グローバル学科 

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

〈全学共通科目〉 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位を含む）

〈語学科目〉 単位 必 修 単位

〈学科科目〉 単位 必 修 単位

選択必修 単位

選 択 単位

合 計 単位

年次生以前

〈全学共通科目〉 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

〈語学科目〉 単位 必 修 単位

〈学科科目〉 単位 必 修 単位

選択必修 単位から 単位

選 択 単位から 単位

合 計 単位

― ―

少人数の演習を通して，議論によって相互の理解を深め，各自の課題研究を支えあう姿勢を身に着けさせる。【 番台

基礎演習， 番台演習】

英語で講義される科目の受講などを通じて，国際共通語である英語の力を高めると共に，英語以外の外国語修得を心が

けて複言語能力を獲得させる。【 番台以降の講義科目】

─ 649 ── 648 ─
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年次生以前

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ （ ～ 年次生のみ）学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当
できる。

※ 語学科目は 単位まで卒業に必要な単位に充当できる（注 ）

注 ：学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， を参照。

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

シリーズ
グローバル・スタディー
ズ入門
国際関係論入門
地域研究入門
グローバル・スタディー
ズ基礎演習

選
択
必
修
科
目
（

～

単
位
）

シリーズ
グローバル研究共通科目群
国際関係論共通科目群
地域研究共通科目群
メジャー，マイナーを選択の場合

シリーズ， シリーズの講義科目から 単位
（メジャー領域より 単位，マイナー領域より 単位）

又
は

注

演習 単位
卒業論文・卒業研究 単位
または専門論文・専門研究
単位

メジャー，サブメジャーを選択の場合
シリーズ， シリーズの講義科目から 単位

（メジャー領域より 単位，サブメジャー領域より 単位）

又
は

注

演習 単位
卒業論文・卒業研究 単位
または専門論文・専門研究
単位

（

～

単
位
）

選
択
科
目

① 本学科開講科目，② 外国語学部，国際教養学部，言語教育研究センター開講科目および教職・学芸員課程開
講科目 実習を除く ，

③ 上記②以外の他学部・他学科の学科科目は 単位まで卒業に必要な単位に充当できる。

～

注

注 ：卒業論文・卒業研究を履修した者は 単位，専門論文・専門研究を履修した者は 単位となる。
注 ：卒業論文・卒業研究を履修した者は 単位，専門論文・専門研究を履修した者は 単位となる。
注 ：選択科目における必要単位数は以下の通りである。

メジャー，マイナーを選択し，卒業論文・卒業研究を履修する者 単位
メジャー，マイナーを選択し，専門論文・専門研究を履修する者 単位
メジャー，サブメジャーを選択し，卒業論文・卒業研究を履修する者 単位
メジャー，サブメジャーを選択し，専門論文・専門研究を履修する者 単位

― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 語学科目は 単位まで卒業に必要な単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

注 ：学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， を参照。

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

シリーズ
グローバル・スタディー
ズ入門
国際関係論入門
地域研究入門
グローバル・スタディー
ズ基礎演習

卒業論文・卒業研究

（

単
位
）

選
択
必
修
科
目

シリーズ
グローバル研究共通科目群
国際関係論共通科目群
地域研究共通科目群

シリーズ， シリーズの講義科目及び「演習」（ 年次配当，注 ）
から 単位（メジャー領域より 単位，マイナー領域より 単位）

演習 注

（

単
位
）

選
択
科
目

① 本学科開講科目，② 外国語学部，国際教養学部，言語教育研究センター開講科目および教職・学芸員課程開
講科目 実習を除く ，

③ 上記②以外の他学部・他学科の学科科目は 単位まで卒業に必要な単位に充当できる。

注 ：

①「演習」 単位は選択必修科目。これを超えて単位取得した場合には， 単位を上限としてメジャー領域から取得するべき 単位に算入される。

② 単位を超えて「演習」を履修する場合は原則として，選択必修として履修した「演習」と同一教員のものを履修すること。

─ 651 ── 650 ─
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年次生以前

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ （ ～ 年次生のみ）学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当
できる。

※ 語学科目は 単位まで卒業に必要な単位に充当できる（注 ）

注 ：学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， を参照。

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

シリーズ
グローバル・スタディー
ズ入門
国際関係論入門
地域研究入門
グローバル・スタディー
ズ基礎演習

選
択
必
修
科
目
（

～

単
位
）

シリーズ
グローバル研究共通科目群
国際関係論共通科目群
地域研究共通科目群
メジャー，マイナーを選択の場合

シリーズ， シリーズの講義科目から 単位
（メジャー領域より 単位，マイナー領域より 単位）

又
は

注

演習 単位
卒業論文・卒業研究 単位
または専門論文・専門研究
単位

メジャー，サブメジャーを選択の場合
シリーズ， シリーズの講義科目から 単位

（メジャー領域より 単位，サブメジャー領域より 単位）

又
は

注

演習 単位
卒業論文・卒業研究 単位
または専門論文・専門研究
単位

（

～

単
位
）

選
択
科
目

① 本学科開講科目，② 外国語学部，国際教養学部，言語教育研究センター開講科目および教職・学芸員課程開
講科目 実習を除く ，

③ 上記②以外の他学部・他学科の学科科目は 単位まで卒業に必要な単位に充当できる。

～

注

注 ：卒業論文・卒業研究を履修した者は 単位，専門論文・専門研究を履修した者は 単位となる。
注 ：卒業論文・卒業研究を履修した者は 単位，専門論文・専門研究を履修した者は 単位となる。
注 ：選択科目における必要単位数は以下の通りである。

メジャー，マイナーを選択し，卒業論文・卒業研究を履修する者 単位
メジャー，マイナーを選択し，専門論文・専門研究を履修する者 単位
メジャー，サブメジャーを選択し，卒業論文・卒業研究を履修する者 単位
メジャー，サブメジャーを選択し，専門論文・専門研究を履修する者 単位

― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※ 語学科目は 単位まで卒業に必要な単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

注 ：学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， を参照。

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

シリーズ
グローバル・スタディー
ズ入門
国際関係論入門
地域研究入門
グローバル・スタディー
ズ基礎演習

卒業論文・卒業研究

（

単
位
）

選
択
必
修
科
目

シリーズ
グローバル研究共通科目群
国際関係論共通科目群
地域研究共通科目群

シリーズ， シリーズの講義科目及び「演習」（ 年次配当，注 ）
から 単位（メジャー領域より 単位，マイナー領域より 単位）

演習 注

（

単
位
）

選
択
科
目

① 本学科開講科目，② 外国語学部，国際教養学部，言語教育研究センター開講科目および教職・学芸員課程開
講科目 実習を除く ，

③ 上記②以外の他学部・他学科の学科科目は 単位まで卒業に必要な単位に充当できる。

注 ：

①「演習」 単位は選択必修科目。これを超えて単位取得した場合には， 単位を上限としてメジャー領域から取得するべき 単位に算入される。

② 単位を超えて「演習」を履修する場合は原則として，選択必修として履修した「演習」と同一教員のものを履修すること。
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履修上の注意

年次生以降

① 語学科目について

英語の履修について

語学科目の英語（必修）については， を参照すること。

英語の高い運用能力を求める本学科においては，必修の 単位に加えて英語で行われる全学共通科目・学科科目な

どを， 年次から積極的に履修することを推奨する。

英語以外の言語の履修について

メジャー，マイナーとして選択した領域にかかわらず，英語以外の言語を履修することを強く推奨する。

② 学科科目について

メジャー，マイナーの選択について

メジャーとして選んだ領域の科目群（学部専門科目および学部応用科目及び 単位を超えて履修する「演習」）か

ら最低 単位，マイナーとして選んだ領域の科目群から最低 単位を取得する必要がある。

【申請・登録】

ア． 年次 月に希望する演習（第 希望まで）とともにメジャー領域およびマイナー領域を， で申請す

る。

イ．メジャー領域は，演習申請後に決定した演習の領域と同一になる。演習の申請から決定までの流れについては

で説明する。

ウ．マイナー領域から選択した演習に決定した場合は申請したメジャー領域がマイナー領域となる。

エ．決定したメジャー領域およびマイナー領域は， 年次春学期履修登録期間前までに，学事センターが確定登録

し，これにより卒業要件も確定する。

【変更】

ア．メジャー領域変更希望の者は，相当な理由がある場合のみ学部教授会の決定を経たうえで，在学最終年度春学

期履修登録期間中に一度だけ行うことができる。変更希望者は，所定の申請書を，演習指導教員の承認を受け

て，在学最終年度春学期履修登録期間の約 ヶ月前（締切日： ）に学部事務室に提出しなければならない。

イ．メジャー領域の変更前に修得した演習の単位は卒業に必要な単位（学科選択科目に充当）に算入できるが，学

科選択必修科目としての演習 単位分には数えられない。したがって変更後のメジャー領域から演習 単位を

修得すること。

ウ．マイナー領域の変更は，在学最終年度春学期履修登録期間中に一度だけ行うことができる。変更希望者は，所

定の申請書を，演習指導教員の承認を受けて，在学最終年度春学期履修登録期間の約 ヶ月前（締切日： ）

に学部事務室に提出すること。

外国語学部の 研究コースのうち，マイナー領域科目として指定する科目は履修要覧記載の各コースの「導入科

目」及び「コア科目」である。ただし，以下について留意すること。

ア．外国語学部以外の学部開講科目（ 開講科目など）は除く。

イ．履修要覧開講科目一覧およびシラバスで受講条件（外国語能力，履修年次等）を必ず確認すること。

履修年次について： 標準配当表および開講科目担当表に記載の履修年次を遵守すること。 年次生は ， ・ 年

次生は シリーズの科目を履修できない。

グローバル・スタディーズ基礎演習について： 各自が所属するクラスはあらかじめ指定される。

自主研究について： 年次から 年次のどの段階でも各学期 単位（クォーター科目は各クォーター 単位），通算

では最大 単位履修できる。

【登録】

ア．履修を希望する者は研究を実施する学期の開始以前に想定する指導教員と面談し，研究計画について許可

を得ること。

イ．所定の申請書に指導教員の押印を受け，実施学期履修登録期間内に学部事務室に提出すること。

ウ．各学期の履修登録期間中に で履修登録を行うこと。

エ．自主研究のクォーター科目は原則として，留学する者と留学した者を対象とし，出発直前または帰国直後の

クォーターに開講されるものを登録すること。

オ．自主研究のクォーター科目は クォーター連続して履修できない。

― ―

メジャー領域，マイナー（サブメジャー）領域について

年次生以降

専攻分野には以下のとおり国際関係論系の 領域と地域研究系の 領域がある。学生は下記の領域のうち，いずれかを

「メジャー領域」として選び，もう一つの系から「マイナー領域」を選択する。

国際関係論系： 「国際政治論」領域 ／ 「市民社会・国際協力論」領域

地域研究系 ： 「アジア研究」領域 ／ 「中東・アフリカ研究」領域

※組み合わせ例）メジャー → 「国際政治論」領域（国際関係論系）

マイナー → 「中東・アフリカ研究」領域（地域研究系）

なお，マイナーとして地域研究系の領域を選択する場合は，アジア研究，中東・アフリカ研究以外に，外国語学部の

北米研究コース，ヨーロッパ研究コース，ラテンアメリカ研究コース，ロシア・ユーラシア研究コースのいずれかを

充てることもできる。

年次生以前

専攻分野には以下のとおり国際関係論系の 領域と地域研究系の 領域がある。学生は下記の領域のうち，いずれかを

「メジャー領域」として選び，もう一つの系から「サブメジャー領域」または「マイナー領域」を選択する。

国際関係論系： 「国際政治論」領域 ／ 「市民社会・国際協力論」領域

地域研究系 ： 「アジア研究」領域 ／ 「中東・アフリカ研究」領域

※組み合わせ例）メジャー → 「国際政治論」領域（国際関係論系）

サブメジャーまたはマイナー → 「中東・アフリカ研究」領域（地域研究系）

なお，サブメジャー，マイナーとして地域研究系の領域を選択する場合は，アジア研究，中東・アフリカ研究以外に，

外国語学部の北米研究コース，ヨーロッパ研究コース，ラテンアメリカ研究コース，ロシア・ユーラシア研究コース

のいずれかを充てることもできる。

学位記等へ専攻分野の記載について

年次生以降

① 選択したメジャー領域により「学士（国際関係論）」または「学士（地域研究）」の学位を授与する。

② 専攻分野の名称は学位記，卒業証明書および成績証明書に記載される。

③ 選択したメジャー領域およびマイナー領域については成績証明書に記載される。

年次生以前

① 選択したメジャー領域により「学士（国際関係論）」または「学士（地域研究）」の学位を授与する。

② 専攻分野の名称は学位記，卒業証明書および成績証明書に記載される。

③ 選択したメジャー領域およびサブメジャー（マイナー）領域については成績証明書に記載される。
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履修上の注意

年次生以降

① 語学科目について

英語の履修について

語学科目の英語（必修）については， を参照すること。

英語の高い運用能力を求める本学科においては，必修の 単位に加えて英語で行われる全学共通科目・学科科目な

どを， 年次から積極的に履修することを推奨する。

英語以外の言語の履修について

メジャー，マイナーとして選択した領域にかかわらず，英語以外の言語を履修することを強く推奨する。

② 学科科目について

メジャー，マイナーの選択について

メジャーとして選んだ領域の科目群（学部専門科目および学部応用科目及び 単位を超えて履修する「演習」）か

ら最低 単位，マイナーとして選んだ領域の科目群から最低 単位を取得する必要がある。

【申請・登録】

ア． 年次 月に希望する演習（第 希望まで）とともにメジャー領域およびマイナー領域を， で申請す

る。

イ．メジャー領域は，演習申請後に決定した演習の領域と同一になる。演習の申請から決定までの流れについては

で説明する。

ウ．マイナー領域から選択した演習に決定した場合は申請したメジャー領域がマイナー領域となる。

エ．決定したメジャー領域およびマイナー領域は， 年次春学期履修登録期間前までに，学事センターが確定登録

し，これにより卒業要件も確定する。

【変更】

ア．メジャー領域変更希望の者は，相当な理由がある場合のみ学部教授会の決定を経たうえで，在学最終年度春学

期履修登録期間中に一度だけ行うことができる。変更希望者は，所定の申請書を，演習指導教員の承認を受け

て，在学最終年度春学期履修登録期間の約 ヶ月前（締切日： ）に学部事務室に提出しなければならない。

イ．メジャー領域の変更前に修得した演習の単位は卒業に必要な単位（学科選択科目に充当）に算入できるが，学

科選択必修科目としての演習 単位分には数えられない。したがって変更後のメジャー領域から演習 単位を

修得すること。

ウ．マイナー領域の変更は，在学最終年度春学期履修登録期間中に一度だけ行うことができる。変更希望者は，所

定の申請書を，演習指導教員の承認を受けて，在学最終年度春学期履修登録期間の約 ヶ月前（締切日： ）

に学部事務室に提出すること。

外国語学部の 研究コースのうち，マイナー領域科目として指定する科目は履修要覧記載の各コースの「導入科

目」及び「コア科目」である。ただし，以下について留意すること。

ア．外国語学部以外の学部開講科目（ 開講科目など）は除く。

イ．履修要覧開講科目一覧およびシラバスで受講条件（外国語能力，履修年次等）を必ず確認すること。

履修年次について： 標準配当表および開講科目担当表に記載の履修年次を遵守すること。 年次生は ， ・ 年

次生は シリーズの科目を履修できない。

グローバル・スタディーズ基礎演習について： 各自が所属するクラスはあらかじめ指定される。

自主研究について： 年次から 年次のどの段階でも各学期 単位（クォーター科目は各クォーター 単位），通算

では最大 単位履修できる。

【登録】

ア．履修を希望する者は研究を実施する学期の開始以前に想定する指導教員と面談し，研究計画について許可

を得ること。

イ．所定の申請書に指導教員の押印を受け，実施学期履修登録期間内に学部事務室に提出すること。

ウ．各学期の履修登録期間中に で履修登録を行うこと。

エ．自主研究のクォーター科目は原則として，留学する者と留学した者を対象とし，出発直前または帰国直後の

クォーターに開講されるものを登録すること。

オ．自主研究のクォーター科目は クォーター連続して履修できない。

― ―

メジャー領域，マイナー（サブメジャー）領域について

年次生以降

専攻分野には以下のとおり国際関係論系の 領域と地域研究系の 領域がある。学生は下記の領域のうち，いずれかを

「メジャー領域」として選び，もう一つの系から「マイナー領域」を選択する。

国際関係論系： 「国際政治論」領域 ／ 「市民社会・国際協力論」領域

地域研究系 ： 「アジア研究」領域 ／ 「中東・アフリカ研究」領域

※組み合わせ例）メジャー → 「国際政治論」領域（国際関係論系）

マイナー → 「中東・アフリカ研究」領域（地域研究系）

なお，マイナーとして地域研究系の領域を選択する場合は，アジア研究，中東・アフリカ研究以外に，外国語学部の

北米研究コース，ヨーロッパ研究コース，ラテンアメリカ研究コース，ロシア・ユーラシア研究コースのいずれかを

充てることもできる。

年次生以前

専攻分野には以下のとおり国際関係論系の 領域と地域研究系の 領域がある。学生は下記の領域のうち，いずれかを

「メジャー領域」として選び，もう一つの系から「サブメジャー領域」または「マイナー領域」を選択する。

国際関係論系： 「国際政治論」領域 ／ 「市民社会・国際協力論」領域

地域研究系 ： 「アジア研究」領域 ／ 「中東・アフリカ研究」領域

※組み合わせ例）メジャー → 「国際政治論」領域（国際関係論系）

サブメジャーまたはマイナー → 「中東・アフリカ研究」領域（地域研究系）

なお，サブメジャー，マイナーとして地域研究系の領域を選択する場合は，アジア研究，中東・アフリカ研究以外に，

外国語学部の北米研究コース，ヨーロッパ研究コース，ラテンアメリカ研究コース，ロシア・ユーラシア研究コース

のいずれかを充てることもできる。

学位記等へ専攻分野の記載について

年次生以降

① 選択したメジャー領域により「学士（国際関係論）」または「学士（地域研究）」の学位を授与する。

② 専攻分野の名称は学位記，卒業証明書および成績証明書に記載される。

③ 選択したメジャー領域およびマイナー領域については成績証明書に記載される。

年次生以前

① 選択したメジャー領域により「学士（国際関係論）」または「学士（地域研究）」の学位を授与する。

② 専攻分野の名称は学位記，卒業証明書および成績証明書に記載される。

③ 選択したメジャー領域およびサブメジャー（マイナー）領域については成績証明書に記載される。

─ 653 ── 652 ─

14_総合グローバル学部.indd   653 2020/03/13   13:29:39



― ―

③ 他学部等の開講科目について

外国語学部，国際教養学部，言語教育研究センター開講科目および教職・学芸員課程開講科目（実習を除く）につい

ては 単位まで卒業要件の「学科科目（選択）」に算入できる。その他の他学部・他学科の開講科目については， 単

位を上限として，「学科科目（選択）」に算入できる。

④ 学期年間最高履修限度について

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修登録することはでき

ない。

（注）春・秋各学期の履修単位数が上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回ることは出来ない。

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

履修登録をする前学期までに教職課程の履修申し込み手続きをした 年次以上の者で，教員免許状取得に必要な科目

の履修により，登録単位数が学期別および年間の最髙履修限度を超えてしまう場合は，事前に学科長に相談し，履

修登録前に許可を得ておくこと。なお，必要な手続書類等については，課程センター（ 号館 階）にて確認するこ

と。

⑤ 他大学で修得した授業科目の単位認定・換算について

入学前既修得単位認定および留学による単位換算については，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～ を参照すること。

⑥ 他学部生履修不可等の科目について

） シリーズの科目および， シリーズのうち国際関係論共通科目群は他学部生履修不可の科目である。

） シリーズのうちのグローバル研究共通科目群および地域研究共通科目群は，総合グローバル学部の学生を優

先する抽選科目である。

） シリーズの演習については，外国語学部生に限り各演習 学年 名を上限として受け入れる。外国語学部以外

の他学部生は原則として履修不可である。

⑦ （ ）コースの必修科目について

コースの必修科目 科目（グローバル・スタディーズ入門，地域研究入門，国際関係論入門，グローバル・スタ

ディーズ基礎演習），演習，自主研究および卒業論文・卒業研究は， ・ コースの学生用として開講されている。

対象学生以外の 生は， ・日本語コースで開講されている同類科目を履修すること。

⑧ 掲示板について

以下の情報は 学科・専攻掲示板に掲示されているので，必要時に各自ダウンロードし，使用すること。

）各種申請書

）「自主研究」の手引き

）卒業論文・卒業研究作成ガイドライン

） ハンドブック

⑨ 総合グローバル学部早期卒業制度について

．早期卒業とは在学期間が 年以上あり，所定の手続きを経て 年次終了時または 年次春学期終了時をもって卒業

することをいい，前者を 年次 月卒業，後者を 年次 月卒業という。

．早期卒業をするためには次の要件をすべて満たしていなければならない。

（ ）本人が早期卒業を希望していること。

（ ）卒業時に，卒業に必要な所定の授業科目の単位をすべて修得していること。

（ ）修得済み総単位数に対する成績評価の総合平均点（以下「 」という）が 以上であること。

．早期卒業を希望する場合，早期卒業希望登録を行わなければならない。

（ ）早期卒業希望登録を行うためには 年次終了時において，卒業に必要な所定の授業科目の修得単位数に算入

― ―

 演習について：  
ア．原則として， 年次に 単位修得すること。留学，休学等により 年次のみに履修できない場合は ～ 年次

に履修すること。

イ． 単位を超えて「演習」単位を取得した場合， 単位を上限としてメジャー領域に取得するべき 単位に算

入される。

ウ． 年次以降に「演習」を履修する場合は，原則として， 年次と同一教員の演習を履修すること。

エ．演習単位は留学による単位換算で取得できない。

オ．教員の特別研修及び退職などにより同一教員の演習を履修できない場合がある。この場合，メジャー領域の他

の教員の演習を履修すること。

カ．演習には定員が設けられ，選考が行われる場合があるので， 年次 月末に開催される学科集会に必ず出席し

て説明を受けること。

キ．同一学期に複数の演習を履修することはできない。

【 での申請・登録】

ア．申請期間等は下記のとおりである。

期間・時間： 年 月 日（月） ： ～ 月 日（金） ：

イ．希望する演習を希望するメジャー領域から つおよびマイナー領域から つ選択し，希望順位を付け，申請

すること。順位は 領域を跨っても良い。ただし，メジャー領域が「国際政治論」または「市民社会・国際協力

論」で，マイナー領域が外国語学部 研究コースを選択した者は，「アジア研究」または「中東・アフリカ研究」

のいずれかを「第 マイナー領域」（ゼミ申請時に限って使用する語句）として選択し，その領域から つの演

習を選択すること。

ウ．自身の研究課題（ 字以内）および，その詳細説明（ 字～ 字）を入力すること。

エ．選考があった場合には，研究課題，科目履修状況，成績などの総合的判断にもとづいて行われる。

オ．決定した演習を， 年次春の履修登録期間中に忘れずに登録すること。

カ．演習の履修中止（ ）を行う場合は事前に学科長の承認を得ること。

キ．各演習の 学年の定員は 名を基準として，これに加えて外国語学部より 人を上限に受け入れる。外国語

学部以外の他学部生の履修は原則として認められない。

【変更】

ア．演習の変更はメジャー領域の変更を認められた者，および相当の理由のある場合のみ最終在学年度の春学期

履修登録期間前に一度だけ認められる。なお，相当の理由のある場合の演習の変更は，同一メジャー領域内のみ

認められる。

イ．変更希望者は，所定の申請書に 年次演習の指導教員および 年次に予定する演習の指導教員の承認を受

けて，最終在学年度の春学期履修登録期間約 ヶ月前（締切日： ）に学部事務室に提出すること。

卒業論文・卒業研究について：

原則として， 年次春学期に「卒論・卒研 」（ 単位）を，秋学期に「卒論・卒研 」（ 単位）を他の学科科目

と同様に にて履修登録し，論文または成果物を作成しなければならない。

ア．卒論の執筆は日本語または英語によるものとし，日本語 字（英語 ）程度の論文とする。

イ．卒研は上記アと同等の知的活動を必要とする論文形式以外の成果物とする。

ウ．卒論等の提出は提出学期までに「演習」 単位を取得済み，または取得見込みである場合に認められる。

エ．指導教員は演習担当教員と同一となる。

オ．「卒論・卒研 」の評価は （合格）， （不合格）を使用する。

キ．「卒論・卒研 」の単位取得ができない場合は「卒論・卒研 」の履修はできない。ただし，留学等特段の理由

がある場合は 学期に「卒論・卒研 」「卒論・卒研 」の同時履修を認める場合がある（事前に学科長の承認が

必要）。認められるケースは原則として 年間の修業年限内で卒業予定の者のうち， 年次秋学期～ 年次春学

期（または 年次春学期）に「留学（休学を除く）」し， 年次秋学期に同時履修する場合のみである。

なお， 学期に「卒論・卒研 」「卒論・卒研 」を同時履修する者は「題目届」および「研究計画書」の提出

期限を各指導教員と相談すること。

ク．早期卒業をする場合は「卒論・卒研 」と「卒論・卒研 」を 年次春学期および秋学期，または 年次秋学

期および 年次春学期に履修すること。
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③ 他学部等の開講科目について

外国語学部，国際教養学部，言語教育研究センター開講科目および教職・学芸員課程開講科目（実習を除く）につい

ては 単位まで卒業要件の「学科科目（選択）」に算入できる。その他の他学部・他学科の開講科目については， 単

位を上限として，「学科科目（選択）」に算入できる。

④ 学期年間最高履修限度について

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修登録することはでき

ない。

（注）春・秋各学期の履修単位数が上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回ることは出来ない。

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

履修登録をする前学期までに教職課程の履修申し込み手続きをした 年次以上の者で，教員免許状取得に必要な科目

の履修により，登録単位数が学期別および年間の最髙履修限度を超えてしまう場合は，事前に学科長に相談し，履

修登録前に許可を得ておくこと。なお，必要な手続書類等については，課程センター（ 号館 階）にて確認するこ

と。

⑤ 他大学で修得した授業科目の単位認定・換算について

入学前既修得単位認定および留学による単位換算については，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～ を参照すること。

⑥ 他学部生履修不可等の科目について

） シリーズの科目および， シリーズのうち国際関係論共通科目群は他学部生履修不可の科目である。

） シリーズのうちのグローバル研究共通科目群および地域研究共通科目群は，総合グローバル学部の学生を優

先する抽選科目である。

） シリーズの演習については，外国語学部生に限り各演習 学年 名を上限として受け入れる。外国語学部以外

の他学部生は原則として履修不可である。

⑦ （ ）コースの必修科目について

コースの必修科目 科目（グローバル・スタディーズ入門，地域研究入門，国際関係論入門，グローバル・スタ

ディーズ基礎演習），演習，自主研究および卒業論文・卒業研究は， ・ コースの学生用として開講されている。

対象学生以外の 生は， ・日本語コースで開講されている同類科目を履修すること。

⑧ 掲示板について

以下の情報は 学科・専攻掲示板に掲示されているので，必要時に各自ダウンロードし，使用すること。

）各種申請書

）「自主研究」の手引き

）卒業論文・卒業研究作成ガイドライン

） ハンドブック

⑨ 総合グローバル学部早期卒業制度について

．早期卒業とは在学期間が 年以上あり，所定の手続きを経て 年次終了時または 年次春学期終了時をもって卒業

することをいい，前者を 年次 月卒業，後者を 年次 月卒業という。

．早期卒業をするためには次の要件をすべて満たしていなければならない。

（ ）本人が早期卒業を希望していること。

（ ）卒業時に，卒業に必要な所定の授業科目の単位をすべて修得していること。

（ ）修得済み総単位数に対する成績評価の総合平均点（以下「 」という）が 以上であること。

．早期卒業を希望する場合，早期卒業希望登録を行わなければならない。

（ ）早期卒業希望登録を行うためには 年次終了時において，卒業に必要な所定の授業科目の修得単位数に算入

― ―

 演習について：  
ア．原則として， 年次に 単位修得すること。留学，休学等により 年次のみに履修できない場合は ～ 年次

に履修すること。

イ． 単位を超えて「演習」単位を取得した場合， 単位を上限としてメジャー領域に取得するべき 単位に算

入される。

ウ． 年次以降に「演習」を履修する場合は，原則として， 年次と同一教員の演習を履修すること。

エ．演習単位は留学による単位換算で取得できない。

オ．教員の特別研修及び退職などにより同一教員の演習を履修できない場合がある。この場合，メジャー領域の他

の教員の演習を履修すること。

カ．演習には定員が設けられ，選考が行われる場合があるので， 年次 月末に開催される学科集会に必ず出席し

て説明を受けること。

キ．同一学期に複数の演習を履修することはできない。

【 での申請・登録】

ア．申請期間等は下記のとおりである。

期間・時間： 年 月 日（月） ： ～ 月 日（金） ：

イ．希望する演習を希望するメジャー領域から つおよびマイナー領域から つ選択し，希望順位を付け，申請

すること。順位は 領域を跨っても良い。ただし，メジャー領域が「国際政治論」または「市民社会・国際協力

論」で，マイナー領域が外国語学部 研究コースを選択した者は，「アジア研究」または「中東・アフリカ研究」

のいずれかを「第 マイナー領域」（ゼミ申請時に限って使用する語句）として選択し，その領域から つの演

習を選択すること。

ウ．自身の研究課題（ 字以内）および，その詳細説明（ 字～ 字）を入力すること。

エ．選考があった場合には，研究課題，科目履修状況，成績などの総合的判断にもとづいて行われる。

オ．決定した演習を， 年次春の履修登録期間中に忘れずに登録すること。

カ．演習の履修中止（ ）を行う場合は事前に学科長の承認を得ること。

キ．各演習の 学年の定員は 名を基準として，これに加えて外国語学部より 人を上限に受け入れる。外国語

学部以外の他学部生の履修は原則として認められない。

【変更】

ア．演習の変更はメジャー領域の変更を認められた者，および相当の理由のある場合のみ最終在学年度の春学期

履修登録期間前に一度だけ認められる。なお，相当の理由のある場合の演習の変更は，同一メジャー領域内のみ

認められる。

イ．変更希望者は，所定の申請書に 年次演習の指導教員および 年次に予定する演習の指導教員の承認を受

けて，最終在学年度の春学期履修登録期間約 ヶ月前（締切日： ）に学部事務室に提出すること。

卒業論文・卒業研究について：

原則として， 年次春学期に「卒論・卒研 」（ 単位）を，秋学期に「卒論・卒研 」（ 単位）を他の学科科目

と同様に にて履修登録し，論文または成果物を作成しなければならない。

ア．卒論の執筆は日本語または英語によるものとし，日本語 字（英語 ）程度の論文とする。

イ．卒研は上記アと同等の知的活動を必要とする論文形式以外の成果物とする。

ウ．卒論等の提出は提出学期までに「演習」 単位を取得済み，または取得見込みである場合に認められる。

エ．指導教員は演習担当教員と同一となる。

オ．「卒論・卒研 」の評価は （合格）， （不合格）を使用する。

キ．「卒論・卒研 」の単位取得ができない場合は「卒論・卒研 」の履修はできない。ただし，留学等特段の理由

がある場合は 学期に「卒論・卒研 」「卒論・卒研 」の同時履修を認める場合がある（事前に学科長の承認が

必要）。認められるケースは原則として 年間の修業年限内で卒業予定の者のうち， 年次秋学期～ 年次春学

期（または 年次春学期）に「留学（休学を除く）」し， 年次秋学期に同時履修する場合のみである。

なお， 学期に「卒論・卒研 」「卒論・卒研 」を同時履修する者は「題目届」および「研究計画書」の提出

期限を各指導教員と相談すること。

ク．早期卒業をする場合は「卒論・卒研 」と「卒論・卒研 」を 年次春学期および秋学期，または 年次秋学

期および 年次春学期に履修すること。
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に予定する演習指導教員の承認を受けて，在学最終年度春学期履修登録期間の約 ヶ月前（締切日： ）に学

部事務室に提出しなければならない。

イ．メジャー領域の変更前に修得した演習の単位は卒業に必要な単位（学科選択科目に充当）に算入できるが，学

科選択必修科目としての演習 単位分には数えられない。したがって変更後のメジャー領域から 学年度にわ

たって演習 単位を修得するか，または 学年度に変更後のメジャー領域から演習 科目を同時履修すること。

ウ．マイナーからサブメジャーへの変更及びマイナー領域の変更は，在学最終年度春学期履修登録期間中に一度

だけ行うことができる。変更希望者は，所定の申請書を，演習指導教員の承認を受けて，在学最終年度春学期履

修登録期間の約 ヶ月前（締切日： ）に学部事務室に提出すること。マイナーからサブメジャーに変更した

場合，卒業要件も変わることになるので注意すること。

外国語学部の 研究コースのうち，マイナー領域科目として指定する科目は履修要覧記載の各コースの「導入科

目」及び「コア科目」である。ただし，以下に留意すること。

ア．外国語学部以外の学部開講科目（ 開講科目など）は除く。

イ．履修要覧開講科目一覧およびシラバスで受講条件（外国語能力，履修年次等）を必ず確認すること。

履修年次について： 標準配当表および開講科目担当表に記載の履修年次を遵守すること。 年次生は ， シ

リーズの科目を履修できない。

グローバル・スタディーズ基礎演習について： 各自が所属するクラスはあらかじめ指定される。

自主研究について： 年次から 年次のどの段階でも各学期 単位（クォーター科目の場合は各クォーター 単位），

通算では最大 単位履修できる。

【登録】

ア．履修を希望する者は研究を実施する前学期中に想定する指導教員と面談し，研究計画について許可を得る

こと。

イ．所定の申請書に指導教員の押印を受け，実施学期履修登録期間内に学部事務室に提出すること。

ウ．各学期の履修登録期間中に で履修登録を行うこと。

エ．自主研究のクォーター科目は原則として，留学する者と留学した者を対象とし，出発直前または帰国直後の

クォーターに開講されるものを登録すること。

オ．自主研究のクォーター科目は クォーター連続して履修できない。

演習について：

ア．原則として同一教員の演習を 年次より 年間続けて履修し， 単位取得しなければならない。

イ．留学による単位換算により 単位まで取得できる。

ウ．教員の特別研修及び退職などにより同一教員の演習を履修できない場合がある。この場合，メジャー領域に所

属する他教員の演習を履修すること。

エ．演習には定員が設けられ，選考が行われる場合があるので， 年次 月末に開催される学科集会に必ず出席して

説明を受けること。

【 での申請・登録】

ア．申請期間等は下記のとおりである。

期間・時間： 年 月 日（月） ： ～ 月 日（金） ：

イ．希望する演習を希望するメジャー領域から つおよびマイナー領域から つ選択し，希望順位を付け，申請

すること。順位は 領域を跨っても良い。ただし，メジャー領域が「国際政治論」または「市民社会・国際協力

論」で，マイナー領域が外国語学部 研究コースを選択した者は，「アジア研究」または「中東・アフリカ研究」

のいずれかを「第 マイナー領域」（ゼミ申請時に限って使用する語句）として選択し，その領域から つの演

習を選択すること。

ウ．自身の研究課題（ 字以内）および，その詳細説明（ 字～ 字）を入力すること。

エ．選考があった場合には，研究課題，科目履修状況，成績などの総合的判断にもとづいて行われる。

オ．決定した演習を， 年次春の履修登録期間中に忘れずに登録すること。

カ．演習の履修中止（ ）を行う場合は事前に学科長の承認を得ること。

キ．各演習の 学年の定員は 名を基準として，これに加えて外国語学部より 人を上限に受け入れる。外国語

学部以外の他学部生の履修は原則として認められない。

― ―

することができる単位として 単位以上（本学で修得した単位を 単位以上含む）を修得し，かつ，修得済

み総単位に対する が 以上でなければならない。

（ ）早期卒業の登録を行った者は，卒業時までに演習科目 単位を必ず履修しなければならない。

（ ）早期卒業を希望する者は， 年次春の履修登録期間に早期卒業登録申請書を学部事務室に提出しなければな

らない。申請書には自らが所属することとなる演習科目の指導教員の承認印をもらうこと。

（ ）早期卒業の登録を行おうとする者は，あらかじめ学科長または演習の指導教員に相談し，適切な指導を受け

なければならない。また，随時，学業の進捗状況を指導教員に報告し，指導を受けなければならない。

（ ）早期卒業の登録を行った者は原則として休学することはできない。

．早期卒業希望時期の変更および早期卒業希望登録そのものの取り消しについては，下記の手続きが必要となる。

（ ）早期卒業の登録を行った者のうち， 年次 月卒業を希望していたときに限り，早期卒業の時期を変更するこ

とができる。この場合は，早期卒業学期変更届出書に演習指導教員の承認印を受けて， 年次秋学期の履修登

録期間に学部事務室まで届け出なければならない。

（ ）早期卒業の登録を行った者が，早期卒業の登録を取り消す場合は，「早期卒業取消届出書」に演習指導教員の

承認印を受けて，別途定める期日までに学部事務室まで届け出なければならない。

（ ）早期卒業を取り消した場合， 年次に履修しなければならない科目で 年次に履修済みの科目は卒業に必要な

単位に算入される。

提 出 書 類 提 出 期 間

早期卒業登録申請書 年次春学期履修登録期間

早期卒業学期変更届出書 年次秋学期履修登録期間

年次 月早期卒業取消届出書 年次秋学期履修登録期間

年次 月早期卒業取消届出書 年次春学期履修登録期間

年次生以前

① 語学科目について

英語の履修について

語学科目の英語（必修）については， を参照すること。

英語の高い運用能力を求める本学科においては，必修の 単位に加えて英語で行われる全学共通科目・学科科目な

どを， 年次から積極的に履修することを推奨する。

英語以外の言語の履修について

メジャー，サブメジャー・マイナーとして選択した領域にかかわらず，英語以外の言語を履修することを強く推

奨する。

② 学科科目について

メジャー，サブメジャー・マイナーの選択について

メジャーとして選んだ領域の科目群（学部専門科目および学部応用科目）から最低 単位，サブメジャーまたは

マイナーとして選んだ領域の科目群からサブメジャーの場合は最低 単位，マイナーの場合は最低 単位を取得

する必要がある。メジャー，サブメジャー・マイナーの申請時期は， 年次の 月とする。

【申請・登録】

ア． 年次 月に希望する演習（第 希望まで）とともにメジャー領域およびマイナー領域を， で申請す

る。

イ．単位取得状況に応じて在学最終年度春学期履修登録期間前にマイナーからサブメジャーに変更することがで

きる。ただし，卒業要件も変わることになるので注意すること。

ウ．メジャー領域は，演習申請後に決定した演習の領域と同一になる。演習の申請から決定までの流れについては

で説明する。

エ．マイナー領域から選択した演習に決定した場合は申請したメジャー領域がマイナー領域となる。

オ．決定したメジャー領域およびマイナー領域は， 年次春学期履修登録期間前までに，学事センターが確定登録

し，これにより各学生の卒業要件も確定する。

【変更】

ア．メジャー領域の変更は，相当な理由がある場合のみ学部教授会の決定を経たうえで，在学最終年度春学期履修

登録期間中に一度だけ行うことができる。変更希望者は，所定の申請書を， 年次の演習指導教員および 年次
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に予定する演習指導教員の承認を受けて，在学最終年度春学期履修登録期間の約 ヶ月前（締切日： ）に学

部事務室に提出しなければならない。

イ．メジャー領域の変更前に修得した演習の単位は卒業に必要な単位（学科選択科目に充当）に算入できるが，学

科選択必修科目としての演習 単位分には数えられない。したがって変更後のメジャー領域から 学年度にわ

たって演習 単位を修得するか，または 学年度に変更後のメジャー領域から演習 科目を同時履修すること。

ウ．マイナーからサブメジャーへの変更及びマイナー領域の変更は，在学最終年度春学期履修登録期間中に一度

だけ行うことができる。変更希望者は，所定の申請書を，演習指導教員の承認を受けて，在学最終年度春学期履

修登録期間の約 ヶ月前（締切日： ）に学部事務室に提出すること。マイナーからサブメジャーに変更した

場合，卒業要件も変わることになるので注意すること。

外国語学部の 研究コースのうち，マイナー領域科目として指定する科目は履修要覧記載の各コースの「導入科

目」及び「コア科目」である。ただし，以下に留意すること。

ア．外国語学部以外の学部開講科目（ 開講科目など）は除く。

イ．履修要覧開講科目一覧およびシラバスで受講条件（外国語能力，履修年次等）を必ず確認すること。

履修年次について： 標準配当表および開講科目担当表に記載の履修年次を遵守すること。 年次生は ， シ

リーズの科目を履修できない。

グローバル・スタディーズ基礎演習について： 各自が所属するクラスはあらかじめ指定される。

自主研究について： 年次から 年次のどの段階でも各学期 単位（クォーター科目の場合は各クォーター 単位），

通算では最大 単位履修できる。

【登録】

ア．履修を希望する者は研究を実施する前学期中に想定する指導教員と面談し，研究計画について許可を得る

こと。

イ．所定の申請書に指導教員の押印を受け，実施学期履修登録期間内に学部事務室に提出すること。

ウ．各学期の履修登録期間中に で履修登録を行うこと。

エ．自主研究のクォーター科目は原則として，留学する者と留学した者を対象とし，出発直前または帰国直後の

クォーターに開講されるものを登録すること。

オ．自主研究のクォーター科目は クォーター連続して履修できない。

演習について：

ア．原則として同一教員の演習を 年次より 年間続けて履修し， 単位取得しなければならない。

イ．留学による単位換算により 単位まで取得できる。

ウ．教員の特別研修及び退職などにより同一教員の演習を履修できない場合がある。この場合，メジャー領域に所

属する他教員の演習を履修すること。

エ．演習には定員が設けられ，選考が行われる場合があるので， 年次 月末に開催される学科集会に必ず出席して

説明を受けること。

【 での申請・登録】

ア．申請期間等は下記のとおりである。

期間・時間： 年 月 日（月） ： ～ 月 日（金） ：

イ．希望する演習を希望するメジャー領域から つおよびマイナー領域から つ選択し，希望順位を付け，申請

すること。順位は 領域を跨っても良い。ただし，メジャー領域が「国際政治論」または「市民社会・国際協力

論」で，マイナー領域が外国語学部 研究コースを選択した者は，「アジア研究」または「中東・アフリカ研究」

のいずれかを「第 マイナー領域」（ゼミ申請時に限って使用する語句）として選択し，その領域から つの演

習を選択すること。

ウ．自身の研究課題（ 字以内）および，その詳細説明（ 字～ 字）を入力すること。

エ．選考があった場合には，研究課題，科目履修状況，成績などの総合的判断にもとづいて行われる。

オ．決定した演習を， 年次春の履修登録期間中に忘れずに登録すること。

カ．演習の履修中止（ ）を行う場合は事前に学科長の承認を得ること。

キ．各演習の 学年の定員は 名を基準として，これに加えて外国語学部より 人を上限に受け入れる。外国語

学部以外の他学部生の履修は原則として認められない。

― ―

することができる単位として 単位以上（本学で修得した単位を 単位以上含む）を修得し，かつ，修得済

み総単位に対する が 以上でなければならない。

（ ）早期卒業の登録を行った者は，卒業時までに演習科目 単位を必ず履修しなければならない。

（ ）早期卒業を希望する者は， 年次春の履修登録期間に早期卒業登録申請書を学部事務室に提出しなければな

らない。申請書には自らが所属することとなる演習科目の指導教員の承認印をもらうこと。

（ ）早期卒業の登録を行おうとする者は，あらかじめ学科長または演習の指導教員に相談し，適切な指導を受け

なければならない。また，随時，学業の進捗状況を指導教員に報告し，指導を受けなければならない。

（ ）早期卒業の登録を行った者は原則として休学することはできない。

．早期卒業希望時期の変更および早期卒業希望登録そのものの取り消しについては，下記の手続きが必要となる。

（ ）早期卒業の登録を行った者のうち， 年次 月卒業を希望していたときに限り，早期卒業の時期を変更するこ

とができる。この場合は，早期卒業学期変更届出書に演習指導教員の承認印を受けて， 年次秋学期の履修登

録期間に学部事務室まで届け出なければならない。

（ ）早期卒業の登録を行った者が，早期卒業の登録を取り消す場合は，「早期卒業取消届出書」に演習指導教員の

承認印を受けて，別途定める期日までに学部事務室まで届け出なければならない。

（ ）早期卒業を取り消した場合， 年次に履修しなければならない科目で 年次に履修済みの科目は卒業に必要な

単位に算入される。

提 出 書 類 提 出 期 間

早期卒業登録申請書 年次春学期履修登録期間

早期卒業学期変更届出書 年次秋学期履修登録期間

年次 月早期卒業取消届出書 年次秋学期履修登録期間

年次 月早期卒業取消届出書 年次春学期履修登録期間

年次生以前

① 語学科目について

英語の履修について

語学科目の英語（必修）については， を参照すること。

英語の高い運用能力を求める本学科においては，必修の 単位に加えて英語で行われる全学共通科目・学科科目な

どを， 年次から積極的に履修することを推奨する。

英語以外の言語の履修について

メジャー，サブメジャー・マイナーとして選択した領域にかかわらず，英語以外の言語を履修することを強く推

奨する。

② 学科科目について

メジャー，サブメジャー・マイナーの選択について

メジャーとして選んだ領域の科目群（学部専門科目および学部応用科目）から最低 単位，サブメジャーまたは

マイナーとして選んだ領域の科目群からサブメジャーの場合は最低 単位，マイナーの場合は最低 単位を取得

する必要がある。メジャー，サブメジャー・マイナーの申請時期は， 年次の 月とする。

【申請・登録】

ア． 年次 月に希望する演習（第 希望まで）とともにメジャー領域およびマイナー領域を， で申請す

る。

イ．単位取得状況に応じて在学最終年度春学期履修登録期間前にマイナーからサブメジャーに変更することがで

きる。ただし，卒業要件も変わることになるので注意すること。

ウ．メジャー領域は，演習申請後に決定した演習の領域と同一になる。演習の申請から決定までの流れについては

で説明する。

エ．マイナー領域から選択した演習に決定した場合は申請したメジャー領域がマイナー領域となる。

オ．決定したメジャー領域およびマイナー領域は， 年次春学期履修登録期間前までに，学事センターが確定登録

し，これにより各学生の卒業要件も確定する。

【変更】

ア．メジャー領域の変更は，相当な理由がある場合のみ学部教授会の決定を経たうえで，在学最終年度春学期履修

登録期間中に一度だけ行うことができる。変更希望者は，所定の申請書を， 年次の演習指導教員および 年次
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シ．卒論等の提出（「卒論・卒研 専論・専研 」の履修学期）の条件：

卒論等の提出は休学期間を除き在学 学期目以降（早期卒業者は 学期目または 学期目）とする。

卒論等の提出は提出学期までに「演習」 単位取得済み，または取得見込みであること。

ス． 年 月の卒論等の提出期間，対象者等は下記のとおりである。

対象者：□在学継続者のうち，「シ」の条件を満たした者（卒業時期は問わない）

□ 年 月早期卒業予定者のうち，「シ」の条件を満たした者

期間： 年 月 日（水）・ 日（木）

時間： ： ～ ：

場所： 号館 （総合グローバル学部会議室）

セ． 年 月卒業予定者の卒論等の提出期間等は下記のとおりである。

期間： 年 月 日 水 ・ 日 木

時間： ～ ：

場所： 号館 （総合グローバル学部会議室）

提出後，各締切日までに以下を行うこと。

【提出者全員】卒論等の題目を に入力。

【任意】卒論等を電子データで担当教員に送付。

（ 月提出 月卒業者 締切日） 年 月 日（木）

（ 月提出 月卒業者 締切日） 年 月 日（木）

③ 他学部等の開講科目について

外国語学部，国際教養学部，言語教育研究センター開講科目および教職・学芸員課程開講科目（実習を除く）につい

ては 単位から 単位の範囲内で卒業要件の「学科科目（選択）」に算入できる。その他の他学部・他学科の開講科

目については， 単位を上限として，「学科科目（選択）」に算入できる。卒業に必要な単位として認められる。

④ 学期年間最高履修限度について

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修登録することはでき

ない。

（注）春・秋各学期の履修単位数が上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回ることは出来ない。

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

履修登録をする前学期までに教職課程の履修申し込み手続きをした 年次以上の者で，教員免許状取得に必要な科目の履修により，

登録単位数が学期別および年間の最髙履修限度を超えてしまう場合は，事前に学科長に相談し，履修登録前に許可を得ておくこと。

なお，必要な手続書類等については，課程センター（ 号館 階）にて確認すること。

⑤ 他大学で修得した授業科目の単位認定・換算について

入学前既修得単位認定および留学による単位換算については，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～ を参照すること。

⑥ 他学部生履修不可等の科目について

） シリーズの科目および， シリーズのうち国際関係論共通科目群は他学部生履修不可の科目である。

） シリーズのうちのグローバル研究共通科目群および地域研究共通科目群は，総合グローバル学部の学生を優

先する抽選科目である。

） シリーズの演習については，外国語学部生に限り各演習 学年 名を上限として受け入れる。外国語学部以外

の他学部生は原則として履修不可である。

⑦ （ ）コースの必修科目について

コースの必修科目 科目（グローバル・スタディーズ入門，地域研究入門，国際関係論入門，グローバル・スタ

ディーズ基礎演習），演習，自主研究および卒業論文・卒業研究は， ・ コースの学生用として開講されている。

対象学生以外の 生は， ・日本語コースで開講されている同類科目を履修すること。

― ―

【変更】

ア．演習の変更はメジャー領域の変更を認められた者，および相当の理由のある場合のみ最終在学年度の春学期

履修登録期間前に一度だけ認められる。なお，相当の理由のある場合の演習の変更は，同一メジャー領域内のみ

認められる。

イ．変更希望者は，所定の申請書に 年次演習の指導教員および 年次に予定する演習の指導教員の承認を受け

て，最終在学年度の春学期履修登録期間約 ヶ月前（締切日： ）に学部事務室に提出すること。

【特例措置】

ア．留学，早期卒業，メジャー領域の変更等特段の事情がある場合は つの演習を同一学期に履修することを認

める場合がある（事前に学科長の承認が必要）。留学および早期卒業の場合は「メジャー領域から つ」または

「メジャー領域から つ，マイナー領域から つ」の演習を履修するものとし，メジャー領域変更の場合は「変

更後のメジャー領域から つ」の演習を履修するものとする。ただし，履修中止は原則として認めない。

なお，三つ以上の演習を同時履修することは不可とする。

イ．留学出発前に演習 科目を同時履修した者が留学を取り消した場合， ・ 年次全学期にわたり演習を履修し

なければならない。この時， 単位を超えて修得した場合の超過単位は学科選択科目に算入できる。

卒業論文・卒業研究 専門論文・専門研究について：

総合グローバル学部生は卒業論文・卒業研究 専門論文・専門研究（以下，卒論・卒研 専論・専研という）のう

ち，いずれかを選択し，原則として 年次春学期に「卒論・卒研 専論・専研 」を，秋学期に「卒論・卒研 専

論・専研 」を他の学科目と同様に にて履修登録し，論文または成果物を作成しなければならない。

ア．卒論・専論の執筆は日本語または英語によるものとし，卒論は日本語 字（英語 ）程度，

専論は日本語 字（英語 ）程度の論文とする。

イ．卒研・専研は上記アと同等の知的活動を必要とする論文形式以外の成果物とする。

ウ．指導教員は演習担当教員と同一となる。

エ．「卒論・卒研 専論・専研 」の評価は （合格）， （不合格）を使用する。

オ．「卒論・卒研 専論・専研 」を履修する学期に「題目届」（日本語 ～ 字，英語 ～ ）およ

び「研究計画書」（ 字以上 英語 以上）を指導教員に提出すること。

□卒論等を 年 月に提出する者：

題目届提出締切日 年 月 日（金）

計画書提出締切日 年 月 日（金）

□卒論等を 年 月に提出する者：

題目届提出締切日 年 月 日（金）

計画書提出締切日 年 月 日（金）

カ．「卒論・卒研 ， 専論・専研 ， 」の履修中止は「履修中止申請期間」の開始前までに所定の願書を学科長

に提出し，認められた場合のみできる。

キ．「卒論・卒研 専論・専研 」の単位取得ができない場合は「卒論・卒研 専論・専研 」の履修はできない。

ただし，留学等特段の理由がある場合は 学期に「卒論・卒研 専論・専研 」「卒論・卒研 専論・専研 」の

同時履修を認める場合がある（事前に学科長の承認が必要）。

認められるケースは原則として 年間の修業年限内で卒業予定の者のうち， 年次秋学期～ 年次春学期（また

は 年次春学期）に「留学（休学留学を除く）」し， 年次秋学期に同時履修する場合のみである。

なお， 学期に「卒論・卒研 ， 」もしくは「専論・専研 ， 」を同時履修する者は「題目届」および「研究計

画書」の提出期限を各指導教員と相談すること。

ク．「卒論・卒研 」の成績が「 」（合格）の者は次学期に「専論・専研」に変更申請することができる。この場合，申

請書を最終学年次の最終学期履修登録期間約 ヶ月前（締切日： ）に学部事務室に提出しなければならない。

許可された場合「専論・専研 」及び「専論・専研 」を同時に履修登録する必要がある。なお，取得済みの卒

論・卒研の単位は卒業に必要な単位とはならない。

ケ 「卒論・卒研 」の成績が「 」（不合格）の者は次学期に「卒論・卒研 」を再履修するか，または「専論・専研 」を

履修し，その次の学期に「卒論・卒研 」または「専論・専研 」を履修すること。

コ．専論・専研から卒論・卒研への変更はできない。

サ．早期卒業をする場合は「卒論・卒研 専論・専研 」と「卒論・卒研 専論・専研 」を 年次春学期お

よび秋学期，または 年次秋学期および 年次春学期に履修すること。
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シ．卒論等の提出（「卒論・卒研 専論・専研 」の履修学期）の条件：

卒論等の提出は休学期間を除き在学 学期目以降（早期卒業者は 学期目または 学期目）とする。

卒論等の提出は提出学期までに「演習」 単位取得済み，または取得見込みであること。

ス． 年 月の卒論等の提出期間，対象者等は下記のとおりである。

対象者：□在学継続者のうち，「シ」の条件を満たした者（卒業時期は問わない）

□ 年 月早期卒業予定者のうち，「シ」の条件を満たした者

期間： 年 月 日（水）・ 日（木）

時間： ： ～ ：

場所： 号館 （総合グローバル学部会議室）

セ． 年 月卒業予定者の卒論等の提出期間等は下記のとおりである。

期間： 年 月 日 水 ・ 日 木

時間： ～ ：

場所： 号館 （総合グローバル学部会議室）

提出後，各締切日までに以下を行うこと。

【提出者全員】卒論等の題目を に入力。

【任意】卒論等を電子データで担当教員に送付。

（ 月提出 月卒業者 締切日） 年 月 日（木）

（ 月提出 月卒業者 締切日） 年 月 日（木）

③ 他学部等の開講科目について

外国語学部，国際教養学部，言語教育研究センター開講科目および教職・学芸員課程開講科目（実習を除く）につい

ては 単位から 単位の範囲内で卒業要件の「学科科目（選択）」に算入できる。その他の他学部・他学科の開講科

目については， 単位を上限として，「学科科目（選択）」に算入できる。卒業に必要な単位として認められる。

④ 学期年間最高履修限度について

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修登録することはでき

ない。

（注）春・秋各学期の履修単位数が上限以内であっても，両学期の履修登録単位数の合計が年間上限を上回ることは出来ない。

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

履修登録をする前学期までに教職課程の履修申し込み手続きをした 年次以上の者で，教員免許状取得に必要な科目の履修により，

登録単位数が学期別および年間の最髙履修限度を超えてしまう場合は，事前に学科長に相談し，履修登録前に許可を得ておくこと。

なお，必要な手続書類等については，課程センター（ 号館 階）にて確認すること。

⑤ 他大学で修得した授業科目の単位認定・換算について

入学前既修得単位認定および留学による単位換算については，履修要覧〔ガイド・資料編〕 ～ を参照すること。

⑥ 他学部生履修不可等の科目について

） シリーズの科目および， シリーズのうち国際関係論共通科目群は他学部生履修不可の科目である。

） シリーズのうちのグローバル研究共通科目群および地域研究共通科目群は，総合グローバル学部の学生を優

先する抽選科目である。

） シリーズの演習については，外国語学部生に限り各演習 学年 名を上限として受け入れる。外国語学部以外

の他学部生は原則として履修不可である。

⑦ （ ）コースの必修科目について

コースの必修科目 科目（グローバル・スタディーズ入門，地域研究入門，国際関係論入門，グローバル・スタ

ディーズ基礎演習），演習，自主研究および卒業論文・卒業研究は， ・ コースの学生用として開講されている。

対象学生以外の 生は， ・日本語コースで開講されている同類科目を履修すること。

― ―

【変更】

ア．演習の変更はメジャー領域の変更を認められた者，および相当の理由のある場合のみ最終在学年度の春学期

履修登録期間前に一度だけ認められる。なお，相当の理由のある場合の演習の変更は，同一メジャー領域内のみ

認められる。

イ．変更希望者は，所定の申請書に 年次演習の指導教員および 年次に予定する演習の指導教員の承認を受け

て，最終在学年度の春学期履修登録期間約 ヶ月前（締切日： ）に学部事務室に提出すること。

【特例措置】

ア．留学，早期卒業，メジャー領域の変更等特段の事情がある場合は つの演習を同一学期に履修することを認

める場合がある（事前に学科長の承認が必要）。留学および早期卒業の場合は「メジャー領域から つ」または

「メジャー領域から つ，マイナー領域から つ」の演習を履修するものとし，メジャー領域変更の場合は「変

更後のメジャー領域から つ」の演習を履修するものとする。ただし，履修中止は原則として認めない。

なお，三つ以上の演習を同時履修することは不可とする。

イ．留学出発前に演習 科目を同時履修した者が留学を取り消した場合， ・ 年次全学期にわたり演習を履修し

なければならない。この時， 単位を超えて修得した場合の超過単位は学科選択科目に算入できる。

卒業論文・卒業研究 専門論文・専門研究について：

総合グローバル学部生は卒業論文・卒業研究 専門論文・専門研究（以下，卒論・卒研 専論・専研という）のう

ち，いずれかを選択し，原則として 年次春学期に「卒論・卒研 専論・専研 」を，秋学期に「卒論・卒研 専

論・専研 」を他の学科目と同様に にて履修登録し，論文または成果物を作成しなければならない。

ア．卒論・専論の執筆は日本語または英語によるものとし，卒論は日本語 字（英語 ）程度，

専論は日本語 字（英語 ）程度の論文とする。

イ．卒研・専研は上記アと同等の知的活動を必要とする論文形式以外の成果物とする。

ウ．指導教員は演習担当教員と同一となる。

エ．「卒論・卒研 専論・専研 」の評価は （合格）， （不合格）を使用する。

オ．「卒論・卒研 専論・専研 」を履修する学期に「題目届」（日本語 ～ 字，英語 ～ ）およ

び「研究計画書」（ 字以上 英語 以上）を指導教員に提出すること。

□卒論等を 年 月に提出する者：

題目届提出締切日 年 月 日（金）

計画書提出締切日 年 月 日（金）

□卒論等を 年 月に提出する者：

題目届提出締切日 年 月 日（金）

計画書提出締切日 年 月 日（金）

カ．「卒論・卒研 ， 専論・専研 ， 」の履修中止は「履修中止申請期間」の開始前までに所定の願書を学科長

に提出し，認められた場合のみできる。

キ．「卒論・卒研 専論・専研 」の単位取得ができない場合は「卒論・卒研 専論・専研 」の履修はできない。

ただし，留学等特段の理由がある場合は 学期に「卒論・卒研 専論・専研 」「卒論・卒研 専論・専研 」の

同時履修を認める場合がある（事前に学科長の承認が必要）。

認められるケースは原則として 年間の修業年限内で卒業予定の者のうち， 年次秋学期～ 年次春学期（また

は 年次春学期）に「留学（休学留学を除く）」し， 年次秋学期に同時履修する場合のみである。

なお， 学期に「卒論・卒研 ， 」もしくは「専論・専研 ， 」を同時履修する者は「題目届」および「研究計

画書」の提出期限を各指導教員と相談すること。

ク．「卒論・卒研 」の成績が「 」（合格）の者は次学期に「専論・専研」に変更申請することができる。この場合，申

請書を最終学年次の最終学期履修登録期間約 ヶ月前（締切日： ）に学部事務室に提出しなければならない。

許可された場合「専論・専研 」及び「専論・専研 」を同時に履修登録する必要がある。なお，取得済みの卒

論・卒研の単位は卒業に必要な単位とはならない。

ケ 「卒論・卒研 」の成績が「 」（不合格）の者は次学期に「卒論・卒研 」を再履修するか，または「専論・専研 」を

履修し，その次の学期に「卒論・卒研 」または「専論・専研 」を履修すること。

コ．専論・専研から卒論・卒研への変更はできない。

サ．早期卒業をする場合は「卒論・卒研 専論・専研 」と「卒論・卒研 専論・専研 」を 年次春学期お

よび秋学期，または 年次秋学期および 年次春学期に履修すること。
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科目の分野について

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧〔ガ

イド・資料編〕 ～ を参照すること。

総合グローバル学部の分野コード一覧

分野コード 分野名

地域研究（アフリカ）

地域研究（中東）

文化人類学

地域研究

地域研究（アジア）

経済学

卒業論文

グローバル・スタディーズ

国際協力論

自主研究

国際関係論

思考法

― ―

⑧ 掲示板について

以下の情報は 学科・専攻掲示板に掲示されているので，必要時に各自ダウンロードし，使用すること。

各種申請書

）「自主研究」の手引き

卒業論文 専門論文作成ガイドライン

） ハンドブック

⑨ 総合グローバル学部早期卒業制度について

．早期卒業とは在学期間が 年以上あり，所定の手続きを経て 年次終了時または 年次春学期終了時をもって卒業

することをいい，前者を 年次 月卒業，後者を 年次 月卒業という。

．早期卒業をするためには次の要件をすべて満たしていなければならない。

（ ）本人が早期卒業を希望していること。

（ ）卒業時に，卒業に必要な所定の授業科目の単位をすべて修得していること。

（ ）修得済み総単位数に対する成績評価の総合平均点（以下「 」という）が 以上であること。

．早期卒業を希望する場合，早期卒業希望登録を行わなければならない。

（ ）早期卒業希望登録を行うためには 年次終了時において，卒業に必要な所定の授業科目の修得単位数に算入

することができる単位として 単位以上（本学で修得した単位を 単位以上含む）を修得し，かつ，修得済

み総単位に対する が 以上でなければならない。

（ ）早期卒業の登録を行った者は，卒業時までに演習科目 単位を必ず履修しなければならない。この場合， 年

次 月卒業希望の者は 年次の春学期・秋学期にそれぞれ つの演習科目を同時履修する。 年次 月卒業

希望の者は原則として 年次春学期または 年次春学期に つの演習科目を同時履修する。同時履修は「メ

ジャー領域から つ」または「メジャー領域から つ，マイナー領域から つ」の演習を履修するもの

とする。

（ ）早期卒業を希望する者は， 年次春の履修登録期間に早期卒業登録申請書を学部事務室に提出しなければな

らない。申請書には自らが所属することとなる つの演習科目の指導教員の承認印をもらうこと。

（ ）早期卒業の登録を行おうとする者は，あらかじめ学科長または演習の指導教員に相談し，適切な指導を受け

なければならない。また，随時，学業の進捗状況を指導教員に報告し，指導を受けなければならない。

（ ）早期卒業の登録を行った者は原則として休学することはできない。

．早期卒業希望時期の変更および早期卒業希望登録そのものの取り消しについては，下記のとおりとなる。

（ ）早期卒業の登録を行った者のうち， 年次 月卒業を希望していたときに限り，早期卒業の時期を変更するこ

とができる。この場合は，早期卒業学期変更届出書に演習指導教員の承認印を受けて， 年次秋学期の履修登

録期間に学部事務室まで届け出なければならない。

（ ）早期卒業の登録を行った者が，早期卒業の登録を取り消す場合は，「早期卒業取消届出書」に演習指導教員の

承認印を受けて，別途定める期日までに学部事務室まで届け出なければならない。

（ ）早期卒業を取り消した場合， 年次に履修しなければならない科目で 年次に履修済みの科目は卒業に必要な

単位に算入される。ただし，演習（ 番台）科目は， 年次全学期にわたり履修しなければならない。この場

合， 単位を超えて修得した単位は学科科目（選択）に算入される。

年次 月または 年次 月卒業予定者が，早期卒業を取り消した場合， 番台ゼミは 年次に取得した 単位

（例：春学期に 科目同時履修し 単位修得 秋学期 単位修得）に加えて，年次春学期 単位，秋学期に 単位，

合計 単位を修得しなければならない。

提 出 書 類 提 出 期 間

早期卒業登録申請書 年次春学期履修登録期間

早期卒業学期変更届出書 年次秋学期履修登録期間

年次 月早期卒業取消届出書 年次秋学期履修登録期間

年次 月早期卒業取消届出書 年次春学期履修登録期間

─ 661 ── 660 ─

14_総合グローバル学部.indd   660 2020/03/13   13:29:50



総
合
グ
ロ
ー
バ
ル

― ―

科目の分野について

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧〔ガ

イド・資料編〕 ～ を参照すること。

総合グローバル学部の分野コード一覧

分野コード 分野名

地域研究（アフリカ）

地域研究（中東）

文化人類学

地域研究

地域研究（アジア）

経済学

卒業論文

グローバル・スタディーズ

国際協力論

自主研究

国際関係論

思考法

― ―

⑧ 掲示板について

以下の情報は 学科・専攻掲示板に掲示されているので，必要時に各自ダウンロードし，使用すること。

各種申請書

）「自主研究」の手引き

卒業論文 専門論文作成ガイドライン

） ハンドブック

⑨ 総合グローバル学部早期卒業制度について

．早期卒業とは在学期間が 年以上あり，所定の手続きを経て 年次終了時または 年次春学期終了時をもって卒業

することをいい，前者を 年次 月卒業，後者を 年次 月卒業という。

．早期卒業をするためには次の要件をすべて満たしていなければならない。

（ ）本人が早期卒業を希望していること。

（ ）卒業時に，卒業に必要な所定の授業科目の単位をすべて修得していること。

（ ）修得済み総単位数に対する成績評価の総合平均点（以下「 」という）が 以上であること。

．早期卒業を希望する場合，早期卒業希望登録を行わなければならない。

（ ）早期卒業希望登録を行うためには 年次終了時において，卒業に必要な所定の授業科目の修得単位数に算入

することができる単位として 単位以上（本学で修得した単位を 単位以上含む）を修得し，かつ，修得済

み総単位に対する が 以上でなければならない。

（ ）早期卒業の登録を行った者は，卒業時までに演習科目 単位を必ず履修しなければならない。この場合， 年

次 月卒業希望の者は 年次の春学期・秋学期にそれぞれ つの演習科目を同時履修する。 年次 月卒業

希望の者は原則として 年次春学期または 年次春学期に つの演習科目を同時履修する。同時履修は「メ

ジャー領域から つ」または「メジャー領域から つ，マイナー領域から つ」の演習を履修するもの

とする。

（ ）早期卒業を希望する者は， 年次春の履修登録期間に早期卒業登録申請書を学部事務室に提出しなければな

らない。申請書には自らが所属することとなる つの演習科目の指導教員の承認印をもらうこと。

（ ）早期卒業の登録を行おうとする者は，あらかじめ学科長または演習の指導教員に相談し，適切な指導を受け

なければならない。また，随時，学業の進捗状況を指導教員に報告し，指導を受けなければならない。

（ ）早期卒業の登録を行った者は原則として休学することはできない。

．早期卒業希望時期の変更および早期卒業希望登録そのものの取り消しについては，下記のとおりとなる。

（ ）早期卒業の登録を行った者のうち， 年次 月卒業を希望していたときに限り，早期卒業の時期を変更するこ

とができる。この場合は，早期卒業学期変更届出書に演習指導教員の承認印を受けて， 年次秋学期の履修登

録期間に学部事務室まで届け出なければならない。

（ ）早期卒業の登録を行った者が，早期卒業の登録を取り消す場合は，「早期卒業取消届出書」に演習指導教員の

承認印を受けて，別途定める期日までに学部事務室まで届け出なければならない。

（ ）早期卒業を取り消した場合， 年次に履修しなければならない科目で 年次に履修済みの科目は卒業に必要な

単位に算入される。ただし，演習（ 番台）科目は， 年次全学期にわたり履修しなければならない。この場

合， 単位を超えて修得した単位は学科科目（選択）に算入される。

年次 月または 年次 月卒業予定者が，早期卒業を取り消した場合， 番台ゼミは 年次に取得した 単位

（例：春学期に 科目同時履修し 単位修得 秋学期 単位修得）に加えて，年次春学期 単位，秋学期に 単位，

合計 単位を修得しなければならない。

提 出 書 類 提 出 期 間

早期卒業登録申請書 年次春学期履修登録期間

早期卒業学期変更届出書 年次秋学期履修登録期間

年次 月早期卒業取消届出書 年次秋学期履修登録期間

年次 月早期卒業取消届出書 年次春学期履修登録期間
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学科科目〔学部基礎科目（選択必修科目）〕 シリーズ

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

［グローバル研究共通科目群］

グローバル化と政治学 休講 岸 川 毅 ・ 名 ，注

グローバル化と経済学 春 矢 野 誠 ・ 集中講義， 曜日 時限開講

秋 高 島 亮 ・ ○

グローバル社会学 春 八 尾 祥 平 ・ 名 ，注

グローバル化の人類学 休講 赤 堀 雅 幸 ・ 名 ，注

グローバル・ヒストリー 休講 根 本 敬 ・ 名 ，注

グローバル化と宗教 春 赤 堀 雅 幸 ・ 名 ，注

グローバル化と情報 秋 丁 智 恵 ・ 名 ，注

アメリカとグローバル化 休講 前 嶋 和 弘 ・ 名 ，注

平和学 春 都 留 康 子 ・ 名 ，注

統計学 春 杉 野 勇 ・

統計学 秋 杉 野 勇 ・

フィールドワーク論 春 福 武 慎太郎 ・ 名 ，注

環境と人間 春 戸 田 美佳子 ・ 名 ，注

グローバル化と人の移動 春 権 香 淑 ・

秋 小 林 綾 子 ・ ○

春 小 林 綾 子 ・ ○

政治学 休講 加 藤 浩 三 他 法学部，注

［国際関係論共通科目群］

国際関係論概説 春 都 留 康 子 ・

市民社会論概説 春 稲 葉 奈々子 ・

国際協力論概説 秋 田 中 雅 子 ・ 旧「国際協力論概説」

春 米 原 あ き ・ ○

［地域研究共通科目群］

東南アジア研究概説 秋 久志本 裕 子 ・
名 ，注 ，旧「東南アジア研究概

説」

春 久志本 裕 子 ・ ○

南アジア研究概説 春 田 中 雅 子 ・ 名 ，注

東アジア研究概説 秋 渡 辺 紫 乃 ・ 名 ，注

中東研究概説 春 辻 上 奈美江 ・ 名 ，注

アフリカ研究概説 春 戸 田 美佳子 ・
名 ，注 ，旧「アフリカ研究概説 」，「アフリカ研

究概説 」

学科科目〔学部基礎科目（選択科目）〕 シリーズ

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［自主研究］

自主研究 春 総合グローバル学科教員 注

自主研究 秋 総合グローバル学科教員 注

自主研究 春 総合グローバル学科教員 注

自主研究 秋 総合グローバル学科教員 注

自主研究 春 総合グローバル学科教員 注

自主研究 秋 総合グローバル学科教員 注

［自主研究］※留学者専用

自主研究 総合グローバル学科教員 注

自主研究 総合グローバル学科教員 注

自主研究 総合グローバル学科教員 注

自主研究 総合グローバル学科教員 注

自主研究 総合グローバル学科教員 注

自主研究 総合グローバル学科教員 注

― ―

※ の時間割・開講科目は，教授言語（日本語・英語）ごとに表示されるので注意する

こと。

開講科目担当表

学科科目〔学部入門科目（必修科目）〕 シリーズ

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

グローバル・スタディーズ入門 春
コーディネータ

都 留 康 子
輪講

国際関係論入門 春 鈴 木 一 敏

地域研究入門 春
コーディネータ

赤 堀 雅 幸
輪講

グローバル・スタディーズ基礎演習 秋

蘭 信 三

福 武 慎太郎

稲 葉 奈々子

岸 川 毅

小 林 綾 子

久志本 裕 子

権 香 淑

前 嶋 和 弘

眞 城 百 華

丸 井 雅 子

宮 城 大 蔵

中 内 政 貴

澤 江 史 子

下 川 雅 嗣

鈴 木 一 敏

高 島 亮

田 中 雅 子

戸 田 美佳子

辻 上 奈美江

渡 辺 紫 乃

山 口 昭 彦

荻 巣 崇 世

（注）学生各自のグローバル・スタディーズ基礎演習の所属クラスは予め指定される。

─ 663 ── 662 ─

14_総合グローバル学部.indd   662 2020/03/13   13:29:54



総
合
グ
ロ
ー
バ
ル

― ―

学科科目〔学部基礎科目（選択必修科目）〕 シリーズ

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

［グローバル研究共通科目群］

グローバル化と政治学 休講 岸 川 毅 ・ 名 ，注

グローバル化と経済学 春 矢 野 誠 ・ 集中講義， 曜日 時限開講

秋 高 島 亮 ・ ○

グローバル社会学 春 八 尾 祥 平 ・ 名 ，注

グローバル化の人類学 休講 赤 堀 雅 幸 ・ 名 ，注

グローバル・ヒストリー 休講 根 本 敬 ・ 名 ，注

グローバル化と宗教 春 赤 堀 雅 幸 ・ 名 ，注

グローバル化と情報 秋 丁 智 恵 ・ 名 ，注

アメリカとグローバル化 休講 前 嶋 和 弘 ・ 名 ，注

平和学 春 都 留 康 子 ・ 名 ，注

統計学 春 杉 野 勇 ・

統計学 秋 杉 野 勇 ・

フィールドワーク論 春 福 武 慎太郎 ・ 名 ，注

環境と人間 春 戸 田 美佳子 ・ 名 ，注

グローバル化と人の移動 春 権 香 淑 ・

秋 小 林 綾 子 ・ ○

春 小 林 綾 子 ・ ○

政治学 休講 加 藤 浩 三 他 法学部，注

［国際関係論共通科目群］

国際関係論概説 春 都 留 康 子 ・

市民社会論概説 春 稲 葉 奈々子 ・

国際協力論概説 秋 田 中 雅 子 ・ 旧「国際協力論概説」

春 米 原 あ き ・ ○

［地域研究共通科目群］

東南アジア研究概説 秋 久志本 裕 子 ・
名 ，注 ，旧「東南アジア研究概

説」

春 久志本 裕 子 ・ ○

南アジア研究概説 春 田 中 雅 子 ・ 名 ，注

東アジア研究概説 秋 渡 辺 紫 乃 ・ 名 ，注

中東研究概説 春 辻 上 奈美江 ・ 名 ，注

アフリカ研究概説 春 戸 田 美佳子 ・
名 ，注 ，旧「アフリカ研究概説 」，「アフリカ研

究概説 」

学科科目〔学部基礎科目（選択科目）〕 シリーズ

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

［自主研究］

自主研究 春 総合グローバル学科教員 注

自主研究 秋 総合グローバル学科教員 注

自主研究 春 総合グローバル学科教員 注

自主研究 秋 総合グローバル学科教員 注

自主研究 春 総合グローバル学科教員 注

自主研究 秋 総合グローバル学科教員 注

［自主研究］※留学者専用

自主研究 総合グローバル学科教員 注

自主研究 総合グローバル学科教員 注

自主研究 総合グローバル学科教員 注

自主研究 総合グローバル学科教員 注

自主研究 総合グローバル学科教員 注

自主研究 総合グローバル学科教員 注

― ―

※ の時間割・開講科目は，教授言語（日本語・英語）ごとに表示されるので注意する

こと。

開講科目担当表

学科科目〔学部入門科目（必修科目）〕 シリーズ

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

グローバル・スタディーズ入門 春
コーディネータ

都 留 康 子
輪講

国際関係論入門 春 鈴 木 一 敏

地域研究入門 春
コーディネータ

赤 堀 雅 幸
輪講

グローバル・スタディーズ基礎演習 秋

蘭 信 三

福 武 慎太郎

稲 葉 奈々子

岸 川 毅

小 林 綾 子

久志本 裕 子

権 香 淑

前 嶋 和 弘

眞 城 百 華

丸 井 雅 子

宮 城 大 蔵

中 内 政 貴

澤 江 史 子

下 川 雅 嗣

鈴 木 一 敏

高 島 亮

田 中 雅 子

戸 田 美佳子

辻 上 奈美江

渡 辺 紫 乃

山 口 昭 彦

荻 巣 崇 世

（注）学生各自のグローバル・スタディーズ基礎演習の所属クラスは予め指定される。
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

東南アジア史（近現代） 休講 根 本 敬 ～

秋 ～ ○

アジアの人権問題 休講 ～ 名 ，注

南アジア史 春 竹 中 千 春 ～

南アジア社会経済論 春 日下部 尚 徳 ～

アジア文化遺産研究 秋 丸 井 雅 子 ～

アジアの環境と開発 休講 福 武 慎太郎 ～ 名 ，注

と社会運動の人類学 休講 福 武 慎太郎 ～

アジアとグローバル企業 春 平 賀 富 一 ～ 名 ，注

朝鮮半島の社会と文化 権 香 淑 ～

東北アジア社会論 秋 権 香 淑 ～

東南アジアのイスラームと社会 春 久志本 裕 子 ～

東南アジアの教育と文化 秋 久志本 裕 子 ～

アジア政治研究 春 小 林 綾 子 ～

［中東・アフリカ研究科目群］

中東イスラーム史（前近代） 春 松 尾 有里子 ～

中東政治史 春 山 口 昭 彦 ～

（隔）中東政治論 春 澤 江 史 子 ～

秋 辻 上 奈美江 ～ ○

民衆イスラーム論 春 赤 堀 雅 幸 ～

（隔）イスラームとジェンダー 休講 赤 堀 雅 幸 ～ 名 ，注

中東イスラーム思想論 秋 加 藤 瑞 絵 ～

中東芸術論 秋 小 林 一 枝 ～ 名 ，注

（隔）トルコ語圏研究 休講 澤 江 史 子 ～

秋 山 口 昭 彦 ～ ○

シーア派社会論 秋 山 口 昭 彦 ～ 旧「現代シーア派社会論」

アフリカ史 春 眞 城 百 華 ～

アフリカ政治論 秋 眞 城 百 華 ～

アフリカ開発論 春 森 下 拓 道 ～ 旧「アフリカ国際協力論」

アフリカ社会経済論 秋 一 條 洋 子 ～

アフリカ社会論 春 戸 田 美佳子 ～

秋 戸 田 美佳子 ～ ○

アフリカ・ジェンダー論 秋 眞 城 百 華 ～ 名 ，注

春 ～ ○

春 ～ ○

ポルトガル語圏アフリカ史 春 矢 澤 達 宏 ～ （他）外国語学部，注

フランス語圏アフリカの社会と経済 春 岩 﨑 えり奈 ～ （他）外国語学部，注

― ―
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［国際政治論科目群］

国際政治学 春 渡 辺 紫 乃 ～

秋 鈴 木 一 敏 ～ ○

国際政治経済論（政治学的アプローチ） 春 鈴 木 一 敏 ～

国際政治経済論（政治学的アプローチ） 秋 鈴 木 一 敏 ～

外交政策 春 樋 渡 由 美 ～ 名 ，注

外交政策 秋 樋 渡 由 美 ～ 名 ，注

国際政治史 春 宮 城 大 蔵 ～

国際政治史 秋 宮 城 大 蔵 ～

日本外交論 秋 宮 城 大 蔵 ～

グローバル・ガバナンス論 春 都 留 康 子 ～ 旧「国際制度論 」

グローバル・ガバナンス論 休講 都 留 康 子 ～ 旧「国際制度論 」

比較政治学 休講 岸 川 毅 ～ 名 ，注

比較政治学 秋 岸 川 毅 ～

アメリカ政治外交 春 前 嶋 和 弘 ～

アメリカ政治外交 秋 前 嶋 和 弘 ～

アメリカ研究 休講 前 嶋 和 弘 ～

中国政治外交 春 渡 辺 紫 乃 ～

中国政治外交 秋 渡 辺 紫 乃 ～

紛争解決 春 小 林 綾 子 ～ 名 ，注

平和研究 秋 小 林 綾 子 ～ 名 ，注

と地域主義 春 中 内 政 貴 ～

と紛争解決 秋 中 内 政 貴 ～

［市民社会・国際協力論科目群］

グローバリゼーションと市民社会 春 稲 葉 奈々子 ～

グローバリゼーションと市民社会 休講 稲 葉 奈々子 ～

比較社会学 秋 稲 葉 奈々子 ～

国際社会学 春 蘭 信 三 ～ 名 ，注

国際社会学 秋 蘭 信 三 ～

フィールドワークの技法と実践 春 蘭 信 三 ～ 名 ，注

グローバル化と文化 春 小 田 マサノリ ～ 名 ，注

グローバル化と文化 秋 小 田 マサノリ ～ 名 ，注

国際協力論 春 田 中 雅 子 ～ 名 ，注

国際協力論 秋 田 中 雅 子 ～ 名 ，注

国際経済学 休講 下 川 雅 嗣 ～

国際経済学 秋 下 川 雅 嗣 ～

国際政治経済論（経済学的アプローチ） 休講 下 川 雅 嗣 ～ 旧「国際政治経済論 」

国際政治経済論（経済学的アプローチ） 秋 下 川 雅 嗣 ～ 旧「国際政治経済論 」

開発経済学 春 高 島 亮 ～

グローバル化と発展途上国 秋 高 島 亮 ～

国際教育開発論 春 荻 巣 崇 世 ～ 名 ，注

国際教育開発論 秋 荻 巣 崇 世 ～ 名 ，注

グローバリゼーションと教育 春 荻 巣 崇 世 ～ ［ 名 ，注

途上国の教育課題と国際協力 秋 荻 巣 崇 世 ～ ［ 名 ，注

徳 永 智 子 ～ 〇

経済発展論 春 樋 口 裕 城 ～ 他 経済学科，注

秋 樋 口 裕 城 ～ 〇 他 経済学科，注

特別講義（開発援助論） 秋
小 林 誉 明

福 田 幸 正
～ 他 経済学科，注

国際移動と人権 秋 細木 一十稔 ラルフ ～ 他 社会学科，注

春 細木 一十稔 ラルフ ～ 〇 他 社会学科，注

国際政治学 春 岡 部 みどり ～ 他 法学部，注

［アジア研究科目群］

東南アジア考古学 休講 丸 井 雅 子 ～

東南アジア史（前近代） 春 松 浦 史 明 ～

東南アジア史（近現代） 春 根 本 敬 ～
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東南アジア史（近現代） 休講 根 本 敬 ～

秋 ～ ○

アジアの人権問題 休講 ～ 名 ，注

南アジア史 春 竹 中 千 春 ～

南アジア社会経済論 春 日下部 尚 徳 ～

アジア文化遺産研究 秋 丸 井 雅 子 ～

アジアの環境と開発 休講 福 武 慎太郎 ～ 名 ，注

と社会運動の人類学 休講 福 武 慎太郎 ～

アジアとグローバル企業 春 平 賀 富 一 ～ 名 ，注

朝鮮半島の社会と文化 権 香 淑 ～

東北アジア社会論 秋 権 香 淑 ～

東南アジアのイスラームと社会 春 久志本 裕 子 ～

東南アジアの教育と文化 秋 久志本 裕 子 ～

アジア政治研究 春 小 林 綾 子 ～

［中東・アフリカ研究科目群］

中東イスラーム史（前近代） 春 松 尾 有里子 ～

中東政治史 春 山 口 昭 彦 ～

（隔）中東政治論 春 澤 江 史 子 ～

秋 辻 上 奈美江 ～ ○

民衆イスラーム論 春 赤 堀 雅 幸 ～

（隔）イスラームとジェンダー 休講 赤 堀 雅 幸 ～ 名 ，注

中東イスラーム思想論 秋 加 藤 瑞 絵 ～

中東芸術論 秋 小 林 一 枝 ～ 名 ，注

（隔）トルコ語圏研究 休講 澤 江 史 子 ～

秋 山 口 昭 彦 ～ ○

シーア派社会論 秋 山 口 昭 彦 ～ 旧「現代シーア派社会論」

アフリカ史 春 眞 城 百 華 ～

アフリカ政治論 秋 眞 城 百 華 ～

アフリカ開発論 春 森 下 拓 道 ～ 旧「アフリカ国際協力論」

アフリカ社会経済論 秋 一 條 洋 子 ～

アフリカ社会論 春 戸 田 美佳子 ～

秋 戸 田 美佳子 ～ ○

アフリカ・ジェンダー論 秋 眞 城 百 華 ～ 名 ，注

春 ～ ○

春 ～ ○

ポルトガル語圏アフリカ史 春 矢 澤 達 宏 ～ （他）外国語学部，注

フランス語圏アフリカの社会と経済 春 岩 﨑 えり奈 ～ （他）外国語学部，注

― ―
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［国際政治論科目群］

国際政治学 春 渡 辺 紫 乃 ～

秋 鈴 木 一 敏 ～ ○

国際政治経済論（政治学的アプローチ） 春 鈴 木 一 敏 ～

国際政治経済論（政治学的アプローチ） 秋 鈴 木 一 敏 ～

外交政策 春 樋 渡 由 美 ～ 名 ，注

外交政策 秋 樋 渡 由 美 ～ 名 ，注

国際政治史 春 宮 城 大 蔵 ～

国際政治史 秋 宮 城 大 蔵 ～

日本外交論 秋 宮 城 大 蔵 ～

グローバル・ガバナンス論 春 都 留 康 子 ～ 旧「国際制度論 」

グローバル・ガバナンス論 休講 都 留 康 子 ～ 旧「国際制度論 」

比較政治学 休講 岸 川 毅 ～ 名 ，注

比較政治学 秋 岸 川 毅 ～

アメリカ政治外交 春 前 嶋 和 弘 ～

アメリカ政治外交 秋 前 嶋 和 弘 ～

アメリカ研究 休講 前 嶋 和 弘 ～

中国政治外交 春 渡 辺 紫 乃 ～

中国政治外交 秋 渡 辺 紫 乃 ～

紛争解決 春 小 林 綾 子 ～ 名 ，注

平和研究 秋 小 林 綾 子 ～ 名 ，注

と地域主義 春 中 内 政 貴 ～

と紛争解決 秋 中 内 政 貴 ～

［市民社会・国際協力論科目群］

グローバリゼーションと市民社会 春 稲 葉 奈々子 ～

グローバリゼーションと市民社会 休講 稲 葉 奈々子 ～

比較社会学 秋 稲 葉 奈々子 ～

国際社会学 春 蘭 信 三 ～ 名 ，注

国際社会学 秋 蘭 信 三 ～

フィールドワークの技法と実践 春 蘭 信 三 ～ 名 ，注

グローバル化と文化 春 小 田 マサノリ ～ 名 ，注

グローバル化と文化 秋 小 田 マサノリ ～ 名 ，注

国際協力論 春 田 中 雅 子 ～ 名 ，注

国際協力論 秋 田 中 雅 子 ～ 名 ，注

国際経済学 休講 下 川 雅 嗣 ～

国際経済学 秋 下 川 雅 嗣 ～

国際政治経済論（経済学的アプローチ） 休講 下 川 雅 嗣 ～ 旧「国際政治経済論 」

国際政治経済論（経済学的アプローチ） 秋 下 川 雅 嗣 ～ 旧「国際政治経済論 」

開発経済学 春 高 島 亮 ～

グローバル化と発展途上国 秋 高 島 亮 ～

国際教育開発論 春 荻 巣 崇 世 ～ 名 ，注

国際教育開発論 秋 荻 巣 崇 世 ～ 名 ，注

グローバリゼーションと教育 春 荻 巣 崇 世 ～ ［ 名 ，注

途上国の教育課題と国際協力 秋 荻 巣 崇 世 ～ ［ 名 ，注

徳 永 智 子 ～ 〇

経済発展論 春 樋 口 裕 城 ～ 他 経済学科，注

秋 樋 口 裕 城 ～ 〇 他 経済学科，注

特別講義（開発援助論） 秋
小 林 誉 明

福 田 幸 正
～ 他 経済学科，注

国際移動と人権 秋 細木 一十稔 ラルフ ～ 他 社会学科，注

春 細木 一十稔 ラルフ ～ 〇 他 社会学科，注

国際政治学 春 岡 部 みどり ～ 他 法学部，注

［アジア研究科目群］

東南アジア考古学 休講 丸 井 雅 子 ～

東南アジア史（前近代） 春 松 浦 史 明 ～

東南アジア史（近現代） 春 根 本 敬 ～
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［市民社会・国際協力論科目群演習］

重 演習（国際政治経済論・経済学的アプローチ） 休講 下 川 雅 嗣 ・ 注 ，旧「演習（国際政治経済論） 」

重 演習（国際政治経済論・経済学的アプローチ） 秋 下 川 雅 嗣 ・ 注 ，旧「演習（国際政治経済論） 」

重 演習（開発経済学） 春 高 島 亮 ・ 注

重 演習（開発経済学） 秋 高 島 亮 ・ 注

重 演習（国際社会学） 春 蘭 信 三 ・ 注

重 演習（国際社会学） 秋 蘭 信 三 ・ 注

重 演習（グローバル市民社会論） 春 稲 葉 奈々子 ・ 注

重 演習（グローバル市民社会論） 秋 稲 葉 奈々子 ・ 注

重 演習（国際協力論） 春 田 中 雅 子 ・ 注

重 演習（国際協力論） 秋 田 中 雅 子 ・ 注

重 演習（国際教育開発論） 春 丸 山 英 樹 ・ 注

重 演習（国際教育開発論） 秋 丸 山 英 樹 ・ 注

［アジア研究科目群演習］

重 演習（アジア研究 ） 休講 丸 井 雅 子 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 秋 丸 井 雅 子 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 春 福 武 慎太郎 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 秋 福 武 慎太郎 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 春 根 本 敬 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 休講 根 本 敬 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 春 久志本 裕 子 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 秋 久志本 裕 子 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 春 権 香 淑 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 秋 権 香 淑 ・ 注

重
（

）
春 ・ ○ 注

重
（

）
秋 ・ ○ 注

［中東・アフリカ研究科目群演習］

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 辻 上 奈美江 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 辻 上 奈美江 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 赤 堀 雅 幸 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 休講 赤 堀 雅 幸 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 山 口 昭 彦 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 山 口 昭 彦 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 澤 江 史 子 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 澤 江 史 子 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 眞 城 百 華 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 眞 城 百 華 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 戸 田 美佳子 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 戸 田 美佳子 ・ 注

学科科目〔学部応用科目（選択必修科目）〕 シリーズ
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［論文・研究］

【 年次生以前用】※「卒業論文・卒業研究 」の単位取得後，「卒業論文・卒業研究 」を履修すること。

卒業論文・卒業研究 春 演習担当教員

卒業論文・卒業研究 秋 演習担当教員

卒業論文・卒業研究 春 演習担当教員

卒業論文・卒業研究 秋 演習担当教員

専門論文・専門研究 春 演習担当教員

専門論文・専門研究 秋 演習担当教員

専門論文・専門研究 春 演習担当教員

専門論文・専門研究 秋 演習担当教員

― ―

学科科目〔学部応用科目（選択必修科目）〕 シリーズ

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

［国際政治論科目群］

特講（ 研究） 春 佐 藤 俊 輔 ・

特講（現代日本政治） 秋 高 安 健 将 ・

春 小 林 綾 子 ・ ○

秋 小 林 綾 子 ・ ○

）
春 中 内 政 貴 ・ ○

［市民社会・国際協力論科目群］

春 荻 巣 崇 世 ・ ○

特講（国際教育開発） 秋 荻 巣 崇 世 ・

［アジア研究科目群］

特講（文化財保存と国際協力） 休講 丸 井 雅 子 ・

秋 藤 村 瞳 ・ ○

秋 米 野 みちよ ・ ○

特講（通地域研究） 秋 岸 川 毅 ・

秋 権 香 淑 ・ ○

［中東・アフリカ研究科目群］

特講（アフリカの社会と文化） 秋 戸 田 美佳子 ・

特講（現代アフリカ） 春 佐 藤 千鶴子 ・

特講（アフリカの家族と親族） 秋 椎 野 若 菜 ・

学科科目〔学部応用科目（選択科目）〕 シリーズ

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

ケースディスカッション

「キャリアと組織」
春

宇野健司， 鈴木 毅，

堀内聡子， 髙橋 舞
・

［ 名］，注 ，大和総研連携講座，輪講，受講

者数によりクラス分けの上，授業を実施する。

学科科目〔学部応用科目（選択必修科目）〕演習・ シリーズ

履修度 科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

［国際政治論科目群演習］

重 演習（国際政治経済論・政治学的アプローチ） 春 鈴 木 一 敏 ・ 注

重 演習（国際政治経済論・政治学的アプローチ） 秋 鈴 木 一 敏 ・ 注

重 演習（外交政策） 春 樋 渡 由 美 ・ 注

重 演習（外交政策） 秋 樋 渡 由 美 ・ 注

重 演習（国際政治史） 春 宮 城 大 蔵 ・ 注

重 演習（国際政治史） 秋 宮 城 大 蔵 ・ 注

重 演習（グローバル・ガバナンス論） 春 都 留 康 子 ・ 注 ，旧「演習（国際制度論） 」

重 演習（グローバル・ガバナンス論） 休講 都 留 康 子 ・ 注 ，旧「演習（国際制度論） 」

重 演習（比較政治学） 休講 岸 川 毅 ・ 注

重 演習（比較政治学） 秋 岸 川 毅 ・ 注

重 演習（アメリカ政治外交） 春 前 嶋 和 弘 ・ 注

重 演習（アメリカ政治外交） 秋 前 嶋 和 弘 ・ 注

重 演習（中国政治外交） 春 渡 辺 紫 乃 ・ 注

重 演習（中国政治外交） 秋 渡 辺 紫 乃 ・ 注

重 演習（ と紛争解決） 春 中 内 政 貴 ・ 注

重 演習（ と紛争解決） 秋 中 内 政 貴 ・ 注
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履修度 科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

［市民社会・国際協力論科目群演習］

重 演習（国際政治経済論・経済学的アプローチ） 休講 下 川 雅 嗣 ・ 注 ，旧「演習（国際政治経済論） 」

重 演習（国際政治経済論・経済学的アプローチ） 秋 下 川 雅 嗣 ・ 注 ，旧「演習（国際政治経済論） 」

重 演習（開発経済学） 春 高 島 亮 ・ 注

重 演習（開発経済学） 秋 高 島 亮 ・ 注

重 演習（国際社会学） 春 蘭 信 三 ・ 注

重 演習（国際社会学） 秋 蘭 信 三 ・ 注

重 演習（グローバル市民社会論） 春 稲 葉 奈々子 ・ 注

重 演習（グローバル市民社会論） 秋 稲 葉 奈々子 ・ 注

重 演習（国際協力論） 春 田 中 雅 子 ・ 注

重 演習（国際協力論） 秋 田 中 雅 子 ・ 注

重 演習（国際教育開発論） 春 丸 山 英 樹 ・ 注

重 演習（国際教育開発論） 秋 丸 山 英 樹 ・ 注

［アジア研究科目群演習］

重 演習（アジア研究 ） 休講 丸 井 雅 子 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 秋 丸 井 雅 子 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 春 福 武 慎太郎 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 秋 福 武 慎太郎 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 春 根 本 敬 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 休講 根 本 敬 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 春 久志本 裕 子 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 秋 久志本 裕 子 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 春 権 香 淑 ・ 注

重 演習（アジア研究 ） 秋 権 香 淑 ・ 注

重
（

）
春 ・ ○ 注

重
（

）
秋 ・ ○ 注

［中東・アフリカ研究科目群演習］

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 辻 上 奈美江 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 辻 上 奈美江 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 赤 堀 雅 幸 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 休講 赤 堀 雅 幸 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 山 口 昭 彦 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 山 口 昭 彦 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 澤 江 史 子 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 澤 江 史 子 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 眞 城 百 華 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 眞 城 百 華 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 春 戸 田 美佳子 ・ 注

重 演習（中東・アフリカ研究 ） 秋 戸 田 美佳子 ・ 注

学科科目〔学部応用科目（選択必修科目）〕 シリーズ

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

［論文・研究］

【 年次生以前用】※「卒業論文・卒業研究 」の単位取得後，「卒業論文・卒業研究 」を履修すること。

卒業論文・卒業研究 春 演習担当教員

卒業論文・卒業研究 秋 演習担当教員

卒業論文・卒業研究 春 演習担当教員

卒業論文・卒業研究 秋 演習担当教員

専門論文・専門研究 春 演習担当教員

専門論文・専門研究 秋 演習担当教員

専門論文・専門研究 春 演習担当教員

専門論文・専門研究 秋 演習担当教員

― ―

学科科目〔学部応用科目（選択必修科目）〕 シリーズ

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

［国際政治論科目群］

特講（ 研究） 春 佐 藤 俊 輔 ・

特講（現代日本政治） 秋 高 安 健 将 ・

春 小 林 綾 子 ・ ○

秋 小 林 綾 子 ・ ○

）
春 中 内 政 貴 ・ ○

［市民社会・国際協力論科目群］

春 荻 巣 崇 世 ・ ○

特講（国際教育開発） 秋 荻 巣 崇 世 ・

［アジア研究科目群］

特講（文化財保存と国際協力） 休講 丸 井 雅 子 ・

秋 藤 村 瞳 ・ ○

秋 米 野 みちよ ・ ○

特講（通地域研究） 秋 岸 川 毅 ・

秋 権 香 淑 ・ ○

［中東・アフリカ研究科目群］

特講（アフリカの社会と文化） 秋 戸 田 美佳子 ・

特講（現代アフリカ） 春 佐 藤 千鶴子 ・

特講（アフリカの家族と親族） 秋 椎 野 若 菜 ・

学科科目〔学部応用科目（選択科目）〕 シリーズ

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

ケースディスカッション

「キャリアと組織」
春

宇野健司， 鈴木 毅，

堀内聡子， 髙橋 舞
・

［ 名］，注 ，大和総研連携講座，輪講，受講

者数によりクラス分けの上，授業を実施する。

学科科目〔学部応用科目（選択必修科目）〕演習・ シリーズ

履修度 科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

［国際政治論科目群演習］

重 演習（国際政治経済論・政治学的アプローチ） 春 鈴 木 一 敏 ・ 注

重 演習（国際政治経済論・政治学的アプローチ） 秋 鈴 木 一 敏 ・ 注

重 演習（外交政策） 春 樋 渡 由 美 ・ 注

重 演習（外交政策） 秋 樋 渡 由 美 ・ 注

重 演習（国際政治史） 春 宮 城 大 蔵 ・ 注

重 演習（国際政治史） 秋 宮 城 大 蔵 ・ 注

重 演習（グローバル・ガバナンス論） 春 都 留 康 子 ・ 注 ，旧「演習（国際制度論） 」

重 演習（グローバル・ガバナンス論） 休講 都 留 康 子 ・ 注 ，旧「演習（国際制度論） 」

重 演習（比較政治学） 休講 岸 川 毅 ・ 注

重 演習（比較政治学） 秋 岸 川 毅 ・ 注

重 演習（アメリカ政治外交） 春 前 嶋 和 弘 ・ 注

重 演習（アメリカ政治外交） 秋 前 嶋 和 弘 ・ 注

重 演習（中国政治外交） 春 渡 辺 紫 乃 ・ 注

重 演習（中国政治外交） 秋 渡 辺 紫 乃 ・ 注

重 演習（ と紛争解決） 春 中 内 政 貴 ・ 注

重 演習（ と紛争解決） 秋 中 内 政 貴 ・ 注
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― ―

学科科目〔学部応用科目（必修科目）〕 シリーズ

【 年次生以降用】

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

卒業論文・卒業研究 休講 演習担当教員

卒業論文・卒業研究 休講 演習担当教員

卒業論文・卒業研究 休講 演習担当教員

卒業論文・卒業研究 休講 演習担当教員

注 ：備考欄で定員数を で囲んだ科目は総合グローバル学部生・外国語学部生優先の抽選科目である。詳細については，履修要覧〔ガ
イド・資料編〕 ・ を参照すること。

注 ： 重 は重複履修可能科目である。演習科目は同一科目を複数回履修しても卒業に必要な単位として認める。

注 ：「自主研究 ～ 」担当教員は以下のとおり。

自主研究 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 総合グローバル学科教員（蘭，荻巣，岸川，小林，下川，樋渡，丸井を除く）

自主研究 ･ ･ 総合グローバル学科教員（赤堀，蘭，荻巣，小林，都留，根本，樋渡を除く）

注 ：（他）は他学部他学科開講科目である。当該年度の開講状況，履修条件等については，開講学部・学科の履修要覧およびシラバスで

確認すること。
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